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序

玄界灘に面して広がる福岡市は、古くから大陸との玄関口として発展し、市内には多くの歴史遺産

が存在します。これらは私たちの暮らしに潤いを与え、豊かな生活環境を作り出しています。福岡市

教育委員会はこれらの遺跡を後世に伝えていくことを願い、様々な形で遺跡の保存・活用に取り組ん

でいます。

その一方で、最近の都市の発展により新しい開発事業が数多く手がけられ、そのために重要な遺跡

が破壊され、失われつつあるという厳しい現実があります。本市教育委員会ではこれらの遺跡につい

ては事前に発掘調査を行い、先人の足跡を後世に残せるよう、その記録保存に努めています。

本書は博多区祇園町地内における博多遺跡群第 182次調査の成果を報告するものです。この調査に

より、博多の南限に存在したといわれる「房州堀」の一部を確認し、旧比恵川に再堆積していた弥生

時代から中世にかけての重要な遺物を調査することができま した。これらは、この地域での貴重な資

料になることが期待されます。

本書が文化財保護へのご理解とご協力を得られる一助となる とともに、学術研究の資料としてご活

用頂けましたら幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで、福岡地所株式会社をはじめとする多く

の方々のご理解とご協力を賜りました。ここに心より謝意を表します。

平成22(2010）年 3月 23日

例言・凡例

福岡市教育委員会

教育長山田裕嗣

1. 本書は、商業施設建設に伴い福岡市教育委員会が平成20年度に実施した博多遺跡群第 182次調査

（福岡市博多区砥園町 557-2）の発掘調査報告書である。発掘調査および整理報告書作成は、民間受

託事業として実施した。

2.本書作成における作業分担は以下の通りである。

遺構実測・写真撮影（板倉有大）、遺物実測・拓本・製図 （井上加代子・板倉有大）、遺物写真撮影

（板倉有大）、 自然科学分析 （パリノ・サーヴ、エイ株式会社）、編集（板倉有大）。また次の遺物につい

ては諸氏のご協力を頂いた。朝鮮半島系土器（久住猛雄）、 鉄器 ・銅銭（上角智希）、鉄津（長家伸）。

3.本書に使用した方位は磁北で、偏差は5.59度である。国土座標は世界測地系を用いた。

4.遺構略号は井戸＝SE、士坑＝SKとする。

5.報告後の遺物・写真・図面の管理は、福岡市埋蔵文化財センターで行う。

6. その他調査に関わる基本情報は下表の通りである。

遺跡名 博多遺跡群 調査次数 182次 遺跡略号

調査番号 0812 分布地図図幅名 天神49 遺跡登録番号

申請地面積 8, 735. 54 rrf 調査対象面積 815 rrf 調査面積

調査期間 平成20年 5月 12日～平成20年 5月30日 事前審査番号

調査地 福岡市博多区祇園町557-2

HKT-182 

020121 

243 rrf 

19-2-38 
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第I章発掘調査の経緯

第1節調査に至る経緯

福岡市教育委員会は、埋蔵文化財の保護を図るため、各開発関係機関との聞で、事業区域内におけ

る文化財の有無及びその取り扱いについて協議し、諸開発との調整を図っている。

2007年 4月 12S，福岡地所株式会社（以下福岡地所）から、福岡市博多区祇園町548他（8,735.54

rrf）内において計画した商業施設建設事業地内の埋蔵文化財の有無について、 福岡市教育委員会に照

会があった（受付番号 19-2-38）。教育委員会文化財部埋蔵文化財第 1課では、申請地が博多遺跡群内

にあることから、 2007年 10月 30日に予定地において試掘調査を実施した。その結果、現コイン駐車

場部分（815rrf）については、発掘調査が必要で、あることが確認され、その旨が福岡地所宛に報告 ・

通知された（事前審査報告書（教理 1第 3000号）、周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事につい

て（通知）（教理l第 3001号））。

事前審査の結果をもとに埋蔵文化財第1課と福岡地所が協議を行い、遺跡の現状保存が困難である

ため、破壊部分について発掘調査を実施し、記録保存とすること となった。発掘調査業務については、

福岡地所の委託を受けて、 福岡市教育委員会が行うことになった。

各担当者による現地協議を経て、福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財第2課が2008年 5月 12日

から同年 5月 30日まで発掘調査を行った。また、整理作業と報告書の刊行は、調査担当者が 2009年

度 （平成21年度）に行った。

調査・整理の過程では、福岡地所株式会社をはじめとした関係各位のご理解とご協力を頂いた。 記

して感謝申し上げる。

第2節調査の組織

発掘の調査 ・整理にあたっての組織は以下の通りである。

調査委託 福岡地所株式会社代表取締役社長八木聖二

調査主体 福岡市教育委員会教育長山田裕嗣

調査総括 文化財部埋蔵文化財第2課 課長 田中毒夫 調査第 1係長杉山富雄

調査庶務 文化財部文化財管理課古賀とも子

調査担当 文化財部埋蔵文化財第 1課上角智希 （試掘調査）

文化財部埋蔵文化財第2課長家伸・板倉有大（本調査）

調査作業 岩本三重子・大庭智子・莱野孝子・膏馨純子・坂口寿美子 ・坂本ハツ子 ・鈴野正夫・

富岡洋子 ・中島道夫・野田順二 ・前田和之・山下直美 ・脇田誠二 （五十音順）

整理庶務 文化財部文化財管理課 山本朋子

整理担当

整理作業

整理協力

文化財部埋蔵文化財第 2課板倉有大

室内作業員坂口龍子 技能員井上加代子

赤坂亨・今井隆博・橿本義嗣 ・加藤良彦 ・上角智希・久住猛雄・菅波正人・田上勇一

郎・長家伸・森本幹彦・屋山洋・吉留秀敏・ 米倉秀紀（五十音順）

第E章遺跡の位置と環境

本調査地点は、博多遺跡群の南側、標高約lmの砂丘上に位置する。博多遺跡群は、中世の都市博多

を中心として、弥生時代から近世・近現代にいたる複合遺跡である。博多湾岸に形成された砂正上に

位置し、西を博多川（那珂川）、 東を石堂川（御笠J11）、 南を旧比恵川（御笠）｜｜）によって画されてい



る。 2010年3月現在までに 190次の調査が行われている。調査地点は、博多遺跡群で最も古い埋没砂

丘（博多演の砂丘 I)の南西部に位置する。弥生時代以降の調査地点付近の環境は、磯望氏の復元

によれば、北東に微高地（砂EI) を臨む旧比恵川｜の氾濫平野という性格を有し、北部の海岸平野と

南部の沖積低地の境に位置する（磯 1991）。

本調査地点に隣接する第 57次調査では、房州堀内の水田耕作土、堀埋没後の石垣（近現代） などが

確認されている（小畑編 1991）。また、本調査地点より東へ約 200mlこ位置する第 112次調査では、房

州堀の南側の立ち上がり、堀の水田耕作土、堀埋没後の石垣などが確認されている（田上編2000）。

房州堀とは、要害として博多の南限を画したとされる堀のことで、近世地誌や絵図に記録が残って

いる。貝原益軒『筑前国続風土記』（1703～1709年）によれば、戦国期末、元亀天王年間（1570～1592

年）に開削に関わったとされる臼杵氏安房守鑑唐 （あきつぐ）の官途「安房守Jに因んで「房州堀J

と呼ばれたとある。ただし、堀の開削自体は臼杵氏以前の大内氏守護時代で、臼杵氏はその改修に関

わった可能性もあり、詳細は不明ともある。また、同書によると、 房州堀は明暦のはじめ（1655年頃）

に水田として利用され、貝原益軒の時代にも堀の形が残っていた。これまでの房州堀の発掘調査では、

戦国時代の開削および近世以降の水田利用について、地誌・ 絵図の記録を裏付ける成果を得ている。

その他周辺調査区の成果について概観しておきたい。砂丘 I西側では、弥生時代前期後半～前期末

の蜜棺墓、弥生時代中期の集落・蜜棺墓が調査されている。弥生時代中期の集落・墓地は、砂丘Iの

中央部を中心とするため、西側は周辺域となる。弥生時代終末期から古墳時代前期には、砂EI に集

落とその縁辺に方形周溝墓が営まれ、東海系・畿内系・山陰系・吉備系など様々な外来系土器が出土

している。古墳時代中期には、博多 1号墳（前方後円墳、復元全長 56m）が営まれ、家形埴輪などが

出土している。調査地点の西側は、那珂川と旧比恵川が注ぎ込む入り江となって博多湾につながって

いた。その入り江の西側対岸には、南から延びた正陵があり、その上に古代日本の迎賓館かっ貿易商

館で、あった鴻腫館が営まれていた。博多遺跡群内においては砂正I東側で、正方位をとる区画や大型

の掘立柱建物、帯金具・石帯、「長官」「佐J聖書須恵器など官街施設に関わる遺構・遺物が確認され

ている。平安時代後半には、律令体制の弛緩とともに鴻庫館貿易が衰退し、博多に宋商人の居留がは

じまる。 11世紀後半から 13世紀にかけて博多演（砂丘 I• II）を中心に中国陶磁器が大量に出土す

る。都市域は海岸側へ拡大していき、 12世紀後半には息浜（砂£i:Ill）に継続して遺構が営まれ、13

世紀以降に都市化する。元冠の役後には鎮西探題が設置され、名実と もに九州、｜の中心となるが、その

後は、筑前の小弐氏、豊後の大友氏、周防の大内氏によって貿易権益が争われ、繁栄と戦乱を繰り返

した。 1586年には中園地方の毛利氏と対峠した薩摩の島津氏によって博多の町は焼かれ、翌年に豊臣

秀吉によって復興された。その際の街区・地割（太閤町割） が発掘調査によって確認されている。大

陸への表玄関として繁栄してきた博多は、 1639年の鎖国令によって貿易都市としての終駕を迎えた。

参考文献（五十音順）

磯望 1991「博多第 57地点の地形と地質」小畑弘己編 1991『博多22（福岡市埋蔵文化財調査報告書（以下福岡市報） 第250

集）』、16-19頁、福岡市教育委員会

大庭康時 2008「考古学から見た博多の展開」大庭康時ほか編 『中世都市博多を掘る』、 3037頁、海鳥社

小畑弘己編 1991 『博多22：博多遺跡群第57次調査報告（福岡市報第250集）』 福岡市教育委員会

田上勇一郎編 2000 『博多 74：博多遺跡群第 112次調査報告（福岡市報第632集）』 福岡市教育委員会

田上勇一郎 2008「都市博多の境界と房州堀」大庭康時ほか編 『中世都市博多を掘る」、 44-47頁、海鳥社

本田浩二郎 2008「中世博多の道路と町割引大庭康時ほか編 『中世都市博多を掘る』、3843頁、海鳥社

円
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第l図博多遺跡群の位置（S=l/25,000) 

第2図 砂丘 Iの既調査区と房州堀推定範囲
(S=l/5, 000。数字は調査次数。等高線は本田2008より。房州堀推定範囲は図上2008より）
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第E章調査の方法

第 l節調査の方法

今回の開発申請範囲のうち北半が博多遺跡群の包蔵地範囲であり、南半は包蔵地外（旧比恵J11）で

ある。福岡市教育委員会によるこれまでの試掘 ・本掘成果から、本調査の調査範囲は、房付｜堀の遺存

が予測される第 57次調査区第 lトレンチの西側 243rriとした（第3図）。この範囲で房州堀の北側立

ち上がりが良好に遺存していた場合は、調査区北側を拡張して調査する計画で、あったが、遺構の良好

な遺存が認められなかったため、調査区の拡張は行わなかった。

廃士置き場の面積が限られたため、調査区を l区（北側）と 2区（南側）に分け、 1区の調査を終

了した後に、 l区を廃土置き場として 2区の調査を行った。1・2区ともに表土をパックホーで除去し

た後、発掘作業員 13名で遺構検出および掘削を行った。調査区内壁の崩壊を防ぐため調査区の法面角

度は約 60度とし、現地表面下約2.3mを遺構検出面としたため、下端での総調査面積は約 108rriであ

第3図 開発申請範囲と調査範囲（S=l/1,200) 
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った（第4図）。遺構面の調査後は、旧比恵川堆積層に対してトレンチ調査を行った （第4図b）。

調査写真は、 35mm判と 6×7cm判のモノクロおよびリバーサル、デ、ジタルカメラで撮影した。現場

での実測・測量図の縮尺については、 1/10遺構実測園、 1/20土層実測図、 1/50調査区内平板測量図、

1/100調査区周辺平板測量図とした。標高値は、福岡市教育委員会が設置した基準点T・3（標高4.696m)

から約 200m移動し、機械高を標高4.000mとした。土層注記は新版標準土色帖をもとに担当者の肉眼

観察で、行った。

l区北壁に遺存した房州堀内堆積物（黒褐色～暗灰黄色粘質土） と2区東壁の旧比恵川堆積粘土層

については、土壌試料を採取し、パリノ・サーヴェイ株式会社に珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分

析を委託した（第V章）。旧比恵川｜堆積層の遺物については、平面を I区と 2区に大別し、層位ごとに

一括して取り上げた。出土遺物は現場で洗浄・乾燥させた。

第2節調査の経過

調査の経過は、次の通りである。

調査開始前。柵・ユニットハウスの設置。調査区範囲のアスフアルト除去。

5月 12日（月）～16日（金）。機材類搬入。調査区北半（1区）調査。

19日（月）～27日（火）。調査区南半（2区）調査。

29日（木）～30日（金）。機材類搬出。残務整理。発掘調査終了。

第N章調査の成果

第 1節調査の概要

調査区北半（1区）では、地表下約2mは近現代の撹乱層が続き、その下層標高約 1.2mで、房州堀内

の埋士（黒褐色～暗灰黄色粘質士）をわずかに確認できた（第6図a・第7図a）。 この堀内埋士は、

花粉・珪酸体・珪藻の分析によると、池沼または水田に由来する可能性が高い（第V章）。堀下層の旧

比恵川堆積層上面で、近代以降の井戸 l基（SEOl）、土坑 1基（SK02）、ピット2基を検出した（第4

図 a）。なお、西側の方形の削平は第 57次調査第2トレンチの痕跡と考える。旧比恵川堆積層を掘り

下げると、径 15～20cmの扇平礁の集中箇所があり、その下から人骨（上腕骨骨体片）を検出した（第

4図b）。この人骨は、埋葬されたものではなく、自然堆積と考えられる。旧比恵川堆積層からは弥生

時代早期～16世紀代までの遺物が出土した。

2区も 1区と同様に厚い撹乱層が認められ、遺構は確認できなかった。旧比恵川｜堆積層を掘り下げ

ると、 1区と同様に弥生時代早期～16世紀代までの遺物が出土した。また、東壁に粘土層が認められ、

花粉・珪酸体・珪藻の分析によると、洪水などの氾濫堆積物に由来する可能性が高い（第V章）。

旧比恵川堆積層からは、弥生時代早～中期の土器、弥生時代後期～古墳時代前期の在来系・外来系

土器、古墳時代中期の円筒埴輪、古墳時代中期・後期の土師器・須恵器・朝鮮半島系土器、古代の須

恵器 ・土師器・移動式竃、中世の土師器・白磁・ 青磁 ・陶器・土師質土器・ 須恵器 ・瓦・土錘・ 石球 ・

滑石製石製品・鉄器・銅銭・鉄津などが出土している。これらは、調査地点北東の埋没砂丘上に包蔵

されていたものが、旧比恵川の浸食等によって再堆積したものと想定される。

調査面積は、上端で243rrf、下端で 108rrf、トレンチによる掘り下げ面積が 50dで、出土遺物量は

コンテナ25箱であった。房州堀の良好な遺存が確認できなかったため、調査区の拡張は行わなかった。
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。

(b) トレンチ位置図

第4図遺構全体図と トレンチ位置図（S=l/100)
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(a) 1区遺構全景（南南東から） (b) 1区トレンチ全景（南南東から）

(c) 2区全景（北北西から） (d) 2区トレンチ全景（北から）

第5図 調査区とトレンチの全景写真

第2節層序

基本層序は、1区東壁土層をもとに、上から表土（盛土）、

3層：黄褐色粗砂層、 4層：白灰色粗砂層、 5層：茶褐色粗

砂層、 9層：褐色粗砂層、 11層：黄灰色細砂層（無遺物湧

水層。地山）とした。房州堀埋土と考えられる黒褐色～暗

灰黄色粘質土は、 l区北端で3層の上層にわずかに遺存し

ていた（第6図aの2’叶層、 bの2層。アミカケ部分）。

その他遺構の掘り込み面はすべて削平された状態で、下端

のみの検出であった。扇平磯の集中は、 9層上面で認めら

1層

3層

4層

5層

9層

11層

第 1表 基本層序

表土 盛土

黄褐色粗砂層 旧比恵川｜

白灰色粗砂層 堆積層（遺

茶褐色粗砂層 物包含層）

褐色粗砂層

黄灰色細砂層 無遺物層。

れた。旧比劃｜｜堆積層の遺物は、 3層・ 4層・ 5層・ 9層・ 地山

10c層（暗灰色粘土層） ・10d層（灰色粘土層）に分けて取り上げており、遺物注記および以下の遺物

に関する記述はこれに従う。 11層は無遺物層であり、標高 30～判明で湧水が認められたため、それ
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(b) 1・2区東壁土層
1 盛土
2 暗灰黄色粘質土。鉄分含む。
3 黄褐色粗砂
4a 白灰色粗砂
4b明褐色・明黄褐色組砂。4a層に

鉄分が沈着した層。

5 茶褐色粗砂。径3mm以上礁、径15
～20cmの扇平礁を含む。

6 明黄褐色粗砂
7 にぶい黄櫨色砂
8 にぶい黄褐色粘質砂
9a褐色粗砂。径3mm以上の様、

遺物が多い。

9b褐色粗砂。径3mm以上の礁、
径15～20cm前後の扇平礁、遺物が多い。

10aにぶい黄櫨色砂
10c 暗灰色粘土。下層にかけて明度下がる。

土器小片を含む。分析試料4。
10d灰色粘土。分析試料5。
11 黄灰色細砂。湧水層。

。 5m 

第6図 l区北壁と1・2区東壁の土層実測図 （S=l/60。A～Dは第4図bに対応）
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(a) 1区北壁土層

(b) 1区東壁土層

(c) 2区東壁土層

第7図 1区北壁と1・2区東壁の士層写真
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以下の掘削は行っていない。

隣接する 57次調査の4・5層（粘質土層、

17世紀末～19世紀代遺物）は、本調査区の1

区北壁2～6層（第6図a）、 l区東壁2層（第

6図b）に対応すると考えてよいであろう。 57

次調査の7層（白～褐色粗砂層、弥生～16世

紀遺物）が本調査での基本層序3～9層に対応

する。 57次調査報告書において、磯望氏は、

黒泥質砂層下のシノレトのバンドを交えた褐色

砂層（海抜標高1.05m未満）を下部砂層と称

し、 中粒の比較的角の取れた砂を主体として

おり、一部に斜層理の発達が認められるため、

箱崎砂層の再堆積した河成堆積物（住吉層上

部層）の可能性が大きいとしている。

第3節遺構

1区の旧比恵川堆積層上面で、近代以降の

井戸 1基（SEOl）、土坑 1基（SK02）、近世以

降のヒ。ツ ト2基を検出した。

井戸（S印1) （第8図a・b)

1区東壁際で確認した。深さは約40cmで下

部のみが遺存していると考えられる。堀り方

径は約100×90cmの楕円形、 井筒径は約40cm

である。井筒には厚さ約2mmの木質痕跡が認

められ、周囲には粗砂と粘質士の堆積が認め

られる。土師器・須恵器・陶磁器・瓦・鉄器

とともにガラス瓶蓋（図版い212）が出土し、

遺構の時期は近代以降と考えられる。

土坑（SK02) （第8図 C • d) 

1区南側で確認した。径は約80cmで深さは

約 20cmである。黒色粘質土を埋土とする。井

戸の可能性もあるが、 井筒痕跡等は認められ

ず、性質は不明である。土師器・陶磁器・鉄

器（容器？）などが出土した。

SK02出土遺物（第9図）

1は、白磁碗の口縁部で、口剥げで赤絵が

施される。 2は、白磁瓶の胴部で、染付であ



ーーヰニー
(a) SEOl実測図

SE01土層
1 黒色粘質土
2 灰白色粘質土
3 褐灰色粘質土
4 黒褐色粘質土
5 黒色粘質砂
6赤褐色粗砂

（鉄分沈着層）
7 灰白色粗砂
8 灰黄褐色粘質土
9 灰黄褐色粘質土
10褐灰色粘質土
11 にぶい褐色粘質土
12暗灰色組砂
13褐灰色粘質土
14明黄褐色組砂
15褐灰色組砂
16明黄褐色粗砂

(b) SEOl （西南西から）

＼）ノ
H=0.8m 

一 一寸ー

。

(c) SK02実測図

る。点描で鶴が描かれる。3は、隣号碗底部で、 胎土が灰黄色

で黒色砂を含む。胴部外面に薄い紺色の文様が施される。 高台

部は露胎で、紬際が赤く発色する。1～3の時期は近代と考えら

れる。

ピット （第4図a)

出土遺物はなく、時期は不明であるが、上層の房）十｜堀埋没後

に掘り込まれたと予想されることから、時期は近世以降と考え

られる。

ハU
1
Eム

(d) SK02 （北北西から）

第8図 SEOlとSK02の実測図（S=l/20）および写真

ヘ器
＼工J
7ーか

0 5cm 

第9図 SK02出土遺物実測図（S=l/3)



第4節遺物

1・2区ともに旧比恵川堆積層から多くの遺物が出土した。取り上げは分層して行ったが、上下層に

弥生時代～中世の遺物が混在しており、遺物の内容と層位に相聞はない。本節では、包含層一括資料

として時期ごとに主要な遺物を報告する。

弥生時代土器（第 10図）

4は夜臼式の鉢もしくは短頚の壷口縁部で、頚部が内傾し、口唇部は外方へわずかにつまみあげら

れている。外面にナナメハケメを残し、内外面を丁寧なヨコナデで仕上げる。胎士は轍密で径 1mm以

下の石英をわずかに含み、色調は淡赤樺色である。 6は板付H式の丹塗壷頚部で、内面は肩部をヘラ

ケズリ、頚部をヨコナデ、外面はヨコミガキで仕上げる。胎土は轍密で径 1mm以下の石英をわずかに

含み、色調は黄褐色で、口縁部内面および口縁部～肩部の外面に赤色顔料が塗布される。 9は板付E

式の小童肩部で、内面にナナメハケメを残し、外面はナデ後、有軸羽状文が重複しながら施文される。

胎士は轍密で径 1mm以下の石英をわずかに含み、色調は明褐色を呈す。 5は須玖E式の窒口縁部で、

端部は内外に張り出し、断面 T字形（鋤先形）をなす。 T字形の口縁部は粘土帯の貼り付けにより、ヨ

コナデで仕上げられる。胎土は径l～2酬の石英をやや多く含み、色調は明褐色を呈す。 7は須玖E式

の蓋口縁部で、口縁部下に下方へ曲がる突帯を貼り付ける。全体にユピナデで仕上げる。胎士は径 1mm

の石英がやや多く、色調は樺色をなす。 13は須玖E式の蓋裾部で、復元外径 16.6 cmを測る。内面を

ヨコハケメ、外面をナナメハケメ後、 3～5mm間隔でタテ方向に暗文を施す。胎土は轍密で径 1mmの石

英をわずかに含み、浅黄褐色を呈す。 10は高三瀦式の器台脚部で、底部の復元外径は 13.6 cmを測る。

内面はタテユピナデ後、底部のみヨコ・ナナメのハケメを施し、外面は平行タタキ状の圧痕がみられ、

約 3.5 cmの間隔でタテユビナデが施される。胎土は径 1～2mmの石英を多く含み、色調は風化のため不

明である。8は下大隈式の袋状口縁壷口縁部で、全体的に風化が著しく詳細の観察が困難である。胎

土は椴密で径 1mmの石英をわずかに含む。 11は下大隈式の輩口縁部で、外面の強いナデのため口唇部

外端がわずかに張り出す。内面はヨコナデで、外径8皿の竹管文を施す。外面は木目幅 1.5～2阻の工

具でナナメハケメ後、ヨコナデで仕上げる。胎土は径 l～2凹の石英を多く含み、色調は浅黄櫨色を皇

す。 12は下大隈式の高杯脚部で、体部は筒状で、底部へ開く部分に 3カ所の焼成前穿孔（外径8mm)

が施される。胎土は径2剛以下の石英をやや多く含み、色調はにぶい樺色を呈す。
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弥生時代～古墳時代土器（第 11図）

14は西部瀬戸内系の二重口縁壷上半部で、口縁部復元外径 22.4 Clllを測る。内面は頚部にヨコハケ

メを残し、肩部・口縁部はヨコヘラナデ、外面は頚部にタテハケメ、顎部にヨコハケメを残し、口縁

部はヨコナデ後、竹管文と山形沈線文（斜線（7～8本）で充填される）の連続文を施す。外面頚部に

は幅 1.5cmの突帯が貼り付けられ、斜格子状のへラ刻みが施される。胎土は徹密で径 1mm以下の石英

と金雲母を少量含み、色調は黄櫨色を呈す。 15は山陰系聾の口縁部で、内面はヨコヘラナデ、外面は

ヨコナデ後、 7条の細線文を施す。胎土は径 l～2mmの石英をやや多く含み、色調は黄褐色を呈す。16

は壷の口縁部で、内面は幅約 2cmの工具によるヨコハケメ、外面はタテハケメ、口唇部はヨコユビナ

デ後、板状工具による斜位の連続刺突丈を 3.5～5.5cm間隔で施す。胎土は轍密で径 1mmの石英や黒雲

母を含み、色調は浅赤褐色を呈す。 17は弥生時代終末～古墳時代前期の二重口縁壷口縁部で、口縁帯

を屈曲部に向かつて強くなでるため、粘土が下方へわずかにはみ出している。内面はヨコハケメ、外

面は口縁部をヨコハケメ、頚部をナナメハケメで、全体をヨコユビナデで仕上げる。ハケメ工具の木

目幅は 3.5～4皿と広い。胎土は椴密で径 1mmの石英を含み、色調は浅黄櫨色である。18～21、23、25・

26は古墳時代前期の土器である。 18は窪口縁部で、頚部外面の丁寧なヨコナデにより、口縁部がわ

ずかに肥厚する。内面は口縁部をヨコハケメ、頚部をヨコケズリ、外面はヨコハケメ後ヨコナデで、

ススが付着する。ハケメ工具の木目幅は 3.5～4mmと広い。胎土は轍密で径 1剛の石英を含み、色調は

浅赤樫色を呈す。19は翌日縁部で、口縁部の丁寧なナデにより 口唇部外端が張り出し、頚部付け根に

突帯が貼り付けられる。内面はヨコ・ナナメハケメ後、口縁部はヨコナデ、外面はタテ ・ナナメハケ

メ後ヨコナデで仕上げる。ハケメ工具の木目幅は 1.5～2皿で、ある。胎士は径 1mmの石英をやや多く含

み、色調は浅赤樫色を呈す。 20は直口短頚壷口縁部で、内外面に細かいヨコハケメを施す。胎土は径

1mm石英をやや多く含み、色調は浅黄褐色を呈す。21は器台脚部で、短い筒状の体部から脚部が大き

く聞き、復元底径は 15.9cmを測る。内面はユピオサエ、ヨコハケメが残り、外面はユピオサェとタテ

久一〆ョ；一
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ハケメが残る。径 1～3mmの石英を多く含み、色調は明赤褐色である。 23は高坪脚部で、短い筒状体

部から底部が屈曲しながら開く。脚部と坪部の接合部には刻みが施される。内面は細かいナナメハケ

メ後、体部内面はタテヘラナデ、外面はタテハケメ後タテヘラナデで仕上げる。胎土は径 l剛以下の

石英をわずかに含む精選土を用い、色調は外面が赤樫色、内面がにぶい樺色を呈す。25は二重口縁査

口縁部で、復元残存外径 22CIIlを測る。内外面ともに回転ユピナデで丁寧に仕上げる。胎士は径 1mm

以下の石英をわずかに含む精選土を用い、色調は浅黄樺色を呈す。26は壷胴部で、底部近くに突帯を

めぐらし、残存復元最大径 31.8 CIIlを測る。内面に細かいヨコ・ナナメハケメ、外面にタテハケメを施

す。突帯は高さ 0.5 CIIlを測り、上端は上方からのタテハケメが及び、下端にはユピナデツケの痕跡が

粗く残る。胎士は径 1～3mmの石英を含み、色調は赤樫色を呈す。22は古墳時代の高杯で、全体に器

壁が厚く 、へラ・ユピナデで仕上げる。胎士は径 1mm以下の石英をわずかに含む精選土を用い、色調

はにぶい樟色である。 24は古墳時代の高杯脚部で、体部は筒状で底部は扇平をなす。全体をユピナデ

で仕上げる。胎士は径 I～2mmの石英を含み、色調は浅黄檀色を呈す。

古墳時代埴輪（第 12図）

27～44は古墳時代中期の円筒埴輪である。塗布される赤色顔料はすべて暗みがかった赤色である。

27は朝顔形の口縁部で、内外面ヨコナデ、特に口唇部直下の内外面に強いナデがみられ、内外面に赤

色顔料が塗布される。胎土は径 l～2mmの石英を含み、色調は赤樫色である。 28はタガ部で、タガ高

1. 3 CIIlを測り、外面に赤色顔料が塗布される。内面はユビオサエ、外面タガ部はヨコハケメ後ヨコナ

デで仕上げる。胎土は径 1～3mmの石英がやや多く、色調は浅黄櫨色である。29はタガ部で、 タガ高

1. 4～1. 8 cmを測り、外面に赤色顔料が塗布される。内面はヨコハケメ後ヨコユピナデ、外面タガ部は

ヨコナデを施す。胎土は径 1mmの石英を多く含み、色調は浅赤樺色である。30は朝顔形の頚部付け根
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で、内面はユピオサエ・ナデ、外面はヨコハケメ後ヨコナデで仕上げる。タガは二重貼付けで二重目

は剥落している。胎土は径 1～2mmの石英を含み、色調は浅赤樺色である。風化が強く、赤色顔料の残

存は不明瞭である。 31はタガ・透孔部で、タガは断面台形で高さ 0.6 cmを測り、透孔は円形を呈す。

内面はヨコユピナデ、外面は細かいタテハケメ後タガ上をヨコナデで仕上げる。胎士は径 1～3mmの石

英がやや多く、色調は浅黄樫色で、外面に赤色顔料がわずかに認、められる。 32はタガ・透孔部で、 タ

ガは剥落しており、透孔は三角形もしくは多角形を呈す。内面はヨコナデ、外面のタガ剥落部に切り

込み状の割付線とタテハケメが認められるため、タテハケメ後にタガを貼付け、ヨコナデで仕上げて

いることがわかる。胎土は径 1～2mmの石英をやや多く含み、色調は褐色で、外面に赤色顔料が塗布さ

れる。 33はタガ部で、タガ剥落部にはナデによる割付線が認められ、タガは二重貼付けで二重目が剥

落している。内面はヨコユピナデ、外面はタガ上部をヨコヘラナデ、下部を強いヨコハケメで仕上げ

る。胎土は径 l～2mmの石英を多く含み、色調は樺色、外面に赤色顔料が塗布される。34はタガ・透

孔部で、復元外径29.8 C皿、タガ高 1.5cmを測り、透孔は円形を呈す。内面はナナメハケメ後ユピオサ

エ・ユビナデ、外面はタテハケメ後、タガに対してヨコハケメ後ヨコナデで仕上げる。胎土は径 l～

2mmの石英をやや多く含み、色調は赤樫色、赤色顔料は内外面に残るが、広がりは不明である。 35は

タガで、高さ 1.4 cmを測り、強いナデで仕上げる。胎土は径 1～2mmの石英をやや多く含み、色調は浅

赤樺色で、赤色顔料が塗布される。36はタガ部で、タガは断面三角形で高さ 0.6～0.65 cmを測る。内

面はナナメケズリ、外面はタテハケメ後、タガが断続ナデで貼り付けられる。 胎土は径 l～3阻 の石英

を多く含み、色調は浅黄櫨色、赤色顔料の塗布は認められない。 37は略円形の透孔部で、内面はヨコ

ハケメ、外面はヨコユビナデ後タテハケメを施す。胎土は径 1mmの石英を少なく含み、色調は明褐色、

外面と透孔内面に赤色顔料が認められる。 38はタガ部で、タガは断面三角形で高さ 1.1cmを測る。内

面はナナメハケメ後ヨコユピナデ、外面はタテハケメ後、太めのタガを貼付け、 タガ上端はへラナデ

もしく は丁寧なユピナデ、下端は強いユビナデで、タガ上にはユピオサエが残る。胎土はl～3mmの石

英がやや多く、色調は樺色、外面に赤色顔料が塗布される。 39はタガ部で、タガは断面三角形に近い

台形で、高さ 1.1cmを測る。内面はヨコハケメ、外面はタテハケメ後、タガを丁寧なユビナデで貼り

付ける。胎土は径 l～2mmの石英を多く含み、色調は樫色、赤色顔料は外面にわずかに残る。 40はタ

ガ部で、タガは断面三角形に近い台形、高さは0.9cmを測る。内面はナナメハケメ、外面はタテハケ

メ後、 タガ上部をヨコヘラナデ、タガを丁寧なヨコナデで仕上げる。 胎土は径 1～3mmの石英を多く含

み、色調は燈色、タガの上下に赤色顔料がわずかに残存する。41はタガ部で、 タガは幅約 2cmの粘土

帯を貼付けた後、さらに幅約 1cmの粘土帯を貼付けており、高さは 1.2 cmを測る。内面はヨコハケメ、

外面はタテハケメ後タガ上にヨコナデを施す。胎土は径 1～3mmの石英がやや多く、色調は赤樺色で、

外面に赤色顔料を塗布する。42はタガ部で、タガは粘土帯の二重貼り付けで高さは 1.05 C皿を測る。

内面はユビオサエ ・ナデ、 外面はタガにヨコナデを施す。胎土は径 l～2mmの石英をやや多く含み、色

調は外面が赤樫色、内面が暗褐色である。赤色顔料はタガより上部に良好に残存し、下部にはわずか

に観察される。 43は底部で、外傾しながら立ち上がる。内面は粗いタテハケメ、外面はタテハケメ後、

下端をへラナデで仕上げる。胎土は径 l～2mmの石英をやや多く含み、色調は浅黄樫色で、内面のみに

赤色顔料が確認できる。44は底部で、内傾気味に立ち上がる。内面はユビオサエ ・ナデ、外面はヨコ

ヘラナデを施す。 胎土は轍密で砂粒をあま り含まず、 色調は浅赤樫色で、 赤色顔料の塗布は認められ

ない。
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朝鮮半島系土器（第 13図）

45は百済・馬韓系統の陶質土器広口小壷で、平底もしくは丸平底からあまり膨らまずに立ち上がり、

頚部がわずかに締まって口縁部は長く外反する。復元胴部最大外径9.25cm、推定口縁部外径 13.3cm、

推定器高 7.4cmである。回転ナデ成形で、底部外面のみ断続的な回転ヘラケズリがみられる。胎土は

3.5mm以下の長石・石英を含み、色調は外面が赤灰～暗赤灰色、内面が灰色である。46は須恵器の小

壷下半部で、平底からやや膨らみ、頚部へわずかにすぼまる。復元胴部最大外径は11cmを測る。胴部

内外面は回転ナデ成形、底部内面はユビナデ、底部外面に板状圧痕を残す。胎土は径 3mm以下の石英・

長石をやや多く含み、色調は灰色を呈す。 47は須恵器の壷底部で、内外面を回転ナデ成形、底部外面

にスダレ状の圧痕が残る。胎土は径 1mm以下の石英・長石を含み、径3～4mmの石英をわずかに含む。

色調は濃い灰色を呈す。 48は新羅・高麗系の陶器で、外面に平行タタキ、内面に車輪文当て具痕がみ

られる。胎土は轍密で径 1mm以下の石英をわずかに含み、色調は暗赤灰色を呈す。49は赤焼土器で、

外面に平行タタキ、内面に放射状当て具痕を残す。胎土は径 3mm以下の石英を多く含み、色調は外面

がにぶい赤褐色、内面が褐灰色を呈す。

古墳時代土師器・須恵器（第 14図）

50～54は 6世紀代の土師器である。50は壷上半部で、内面は頚部以上をヨコハケメ、肩部をナナ

メヘラケズリ、外面は頚部以上をヨコナデ、肩部をヨコハケメで仕上げる。51は査上半部で、 頚部付

け根に粘土帯を貼り付け、内面は口縁部をヨコハケメ、頭部をナナメハケメ、肩部をナナメヘラケズ

リ、外面は口縁部をヨコナデ、頚部をタテハケメ、肩部をナナメハケメで仕上げる。52は壷上半部で、

内面は頚部以上をヨコナデ、 肩部以下をナナメヘラケズリ、 外面は頚部以上をヨコナデ、 肩部以下を

タテハケメで仕上げる。53は墾口縁部で、内面は口縁部をヨコハケメ、胴部をナナメヘラケズリ、 外

面をヨコナデで仕上げる。 54は甑把手で、断面形は円形、幅 1.5～2.5cm・厚さ 0.4cmのへラ状工具

による上からの刺突を貫通させている。内面には摩滅で不明瞭だが、縦方向の線痕が認められる。

55～67は6世紀後半～7世紀前半の須恵器である。 55は高坪で、回転ヨコナデ成形で、脚部内面に

絞り痕と「V」のへラ記号を有す。56～63は杯蓋である。56は、復元外径 11cm、残存高 3.3cmを測り、

側面に回線をめぐらす。57は、天井部外面に 「X」のへラ記号を残す。 58は、天井部外面に 「＠」の

へラ記号を残す。59は、復元径 12.8 cm、高さ 3.1 cmを測る。天井部外面に 「V」のへラ記号を残す。
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第14図 古墳時代土師器・ 須恵器実測図（S=l/4051のみS=l/5)

当日一三

、~：~~ 58 

60は、復元日径 11C皿を測る。天井部外面にへラ記号を残す。61は、天井部外面に「X」のへラ記号

を残す。62は、復元口径 16.2 cm、高さ 2.7cmを測る。 63は、復元外径 10cm、高さ 2cmを測る。天

井部外面に板目を残す。 64～67は坪身である。64は、 口縁部が長さ 1cmでやや内傾する。丸底の底

部外面に「X」もしくは「VJのへラ記号を残す。 65は、口縁部が長さ 0.9cmで内領する。 66は、口

縁部が長さ 0.8cmでやや内傾し、蓋受けのかえりは上方に張り 出し、長さ 0.6 cmと短い。67は、口縁

部が長さ 0.85cmでやや内傾し、蓋受けのかえりはやや上方に張出す。

古代須恵器・土師器・輔羽口・移動式竃（第 15図）

68～76、79は7世紀後半～8世紀代の須恵器である。 68～71、75は部蓋である。68は身受けのか

えりを有し、復元外径 12.8 cmを測る。 69は、 口縁部を下に折った形態で、復元外径 12cmを測る。70

は、口縁部が短く折れて断面形が三角形に近く、復元外径 19cmを測る。 71は、 つまみ部が欠損し、

口縁部は砂噛状をなす。 75は、口縁部が砂噴状をなし、復元外径 13.8 cmを測る。 72～74は坪身であ

る。 72は、高台付きで、高台断面が丸くやや外反する。胴部は丸みを帯びつつ直立する。底部に焼成

後のへラ記号が残る。 73は、平底底部から胴部は丸く立ち上がり、腰部に 1条の沈線が巡る。口縁部

はわずかに外傾する。底部に板状圧痕を残す。74は、復元外径 10.8 cm、器高 3.05 cmを測る。高台断
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第15図 古代須恵器・土師器・輔羽口・移動式竃実測図（S=l/4) 

面は方形を呈し、 やや外傾する。 胴部は外傾しながらまっすぐ口縁部まで立ち上がる。 76は皿で、 復

元外径 14cm、器高 1.5 cmを測る。 79は費上半部で、復元口径は23cmを測る。 外面は縦位の平行タタ

キ後カキメ、内面は円弧当て具痕後ナデである。

77・78・80・81は、 8世紀代の土師器である。77は椀口縁部で、口唇部を上方へつまみあげる。調

整はヨ コナデ、胎土は精選土を用い、 色調は赤樫色を呈す。78は奮上半部で、復元口径 24.6 cmを測

る。内面は口縁部をヨコナデ、胴部をヨコケズリ、外面は口縁部をヨコナデ、胴部をナナメハケメで

仕上げる。80は窒口縁部で、直立する胴部から口縁部がわずかに外傾する。外面は胴部に斜位の平行

タタキ、口縁部にヨコユビナデ、内面は胴部に斜位の平行当て具痕とその上端をユピナデ、口縁部に

ヨコ ・ナナメケズリを施す。81は甑の把手で、 断面形が方形、下半が煤けている。精選土が用いられ、

色調はにぶい燈色を呈す。
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82は輔羽口片で、胎土に砂粒・籾殻・藁を含み、ユピオサエ・ナデで仕上げる。83～87は移動式

竃である。 83～85は移動式竃の庇部で、ハケメ・ユピオサエ・ナデ・ナデツケによる調整が施される。

胎土は砂粒を多く含み、色調は樺色を呈す。 86は底部で、内面はヨコケズリで下端に強し、ナデ、外面

はタテ・ナナメハケメで下端に板状工具によるヨコナデを施す。87は底部で、外傾しながら立ち上が

る。内面はヨコケズリで、下端にユピオサエ、外面はケズリ状の強いタテハケメを残す。

古代～中世黒色土器・土師器（第 16図）

94は 10世紀代の黒色土器椀、88～92、96は 11～12世紀の瓦器椀である。 94は底部片で、 内面黒

色、内外面に縦方向の研磨が施される。 88は底部片で、内面黒色、内面・胴部外面に横方向の研磨、

底部外面をナデで仕上げる。89は上半部で、内外面黒色、横方向の研磨が施される。90は高台部で、

内面黒色、高台内に「XJの線刻へラ記号が残る。89と90はと もに2区9層出土で同一個体と考えら

れる。 91は口縁部で、内外面黒色、外面・口縁部内面は横方向の研磨、胴部内面は縦方向の研磨が施

される。 92は高台部で、内外面黒色、高台断面形は丸みをおびる。 91と92はともに 2区青灰色粘質

土層出土で同一個体と考えられる。 96は、復元口径 17.2 C皿、器高 5.6 cmを測る。上半部内外面を横

方向の研磨、底部内面を斜め方向の研磨、外面をヨコへラナデで仕上げる。高台内に板状圧痕が残る。

93は 10世紀後半の土師器高台付椀で、内面はヨコヘラミガキ、外面はヨコナデで仕上げる。95は

10世紀後半の土師器杯で、丸平底から丸く立ち上がり口縁部がやや外反する。

97・98はへラ切り底の土師皿、 103～106はヘラ切り底の土師坪である。97は復元口径 9.2 cm、器

高 1.5 C皿を測り、底部に板状圧痕を残す。 98は復元口径 10.6 CIIl、器高 1.7 cmを測り、底部にへラ痕

を残す。 103は復元口径 11.4cm、高さ 2.5cmを測り、底部に板状圧痕を残す。104は復元口径 13cm、

高さ 2.5cmを測り、底部調整は回転ナデである。 105は復元口径 15.6cm、高さ 3.2cmを測り、底部調
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第16図 古代～中世黒色土器 ・土師器実測図（S=l/4)
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整はナデである。 106は復元口径 14.4 cm、器高4.2 cmを測る。胴部外面にへラ研磨が施され、底部に

へラ削り痕がみられる。

99～102は糸切り底の土師皿、 107～111は糸切り底の土師坪である。99は口径7.4 cm、器高 1.3 cm 

を測る。100は復元口径 7.6 cm、器高 1.1 cmを測る。 101は口径 7.4 C皿、器高 1.1 cmを測り、胴部に

へラ整形痕を残す。 102は口径8.2 cm、器高 1.2 cmを測るo 107は口径 11cm、器高2.5 cmを測り、外

面に体部の粘土を継し、だ痕跡がみられる。 108は口径 11.4 cm、器高2.7 Clllを測る。 109は復元口径 12

C皿、器高 2.9 C皿を測る。110は口径 12.6 C皿、器高 2.6 cmを測る。 111は口径 11.4 Clll、器高 2.5 Clllを

測る。 112・113は高台付皿である。 112は復元口径11.6cm、器高2.1cmを測り、皿部に「十j のへラ

記号が刻まれる。 113は復元口径 10.6cm、器高2.1cmを測り、皿部に灯芯痕が残る。

中世白磁（第 17図）

以下の分類・時期は宮崎亮一編（2000）『太宰府条坊跡XV：陶磁器分類編』太宰府市教育委員会に

従う。 114・115はXI類 B期（10世紀後半～11世紀中頃）の碗高台部で、高台が露胎、畳付外端が

若干浮き、高台脇に飛び飽風のヘラ痕を残す。116～123は、 E類C期（11世紀後半～12世紀前半）

の碗である。116は薄い玉縁の口縁部で、玉縁下に沈線がめぐる。117は小さい玉縁日縁で、直立気

味に立ち上がり、内面にやや右に傾いた白堆線がみられる。 118は薄い玉縁の口縁で、直立気味に立

ち上がる。 119は底部で、 高台脇に縦のへラケズリがみられる。120は口縁部で、外面下部が露胎、

見込が紬剥ぎである。 121は口縁部で、比較的口縁部が立つ。 122は高台部で、畳付が紬剥ぎの露胎

である。見込に目跡がある。123は薄い玉縁の口縁部である。124～126はW類C期の碗である。124・

125は玉縁口縁である。 126は高台部で、高台は露胎、胴部は緩やかに立ち上がる。127～133はV類

C期の碗である。 127は口縁部で、やや外反する。 128は口縁部で、口縁部下でわずかに屈曲し、口縁

は輪花を作る。外面にへラ描き文がある。 129は口縁部で、 片切彫で菊花状文様が施される。 130は

口縁部で、やや丸みをもって立ち上がり、口縁部は噛状に張り出す。 131～133は高台部で、高台部は

露胎、胴部はやや丸みをもって立ち上がる。134はVI類 C期の口縁部で、胴部から口縁部が開く形態

で、口縁部がわずかに外反する。内面にはへラ線刻文がみられる。 135はXill2b類 C期の浅形碗で、

口縁部がやや外反する。高台は露胎で、見込に櫛描きで蕉葉文が施される。 136～142はC期の皿であ

る。 136は皿IIla類の口縁部で、短くやや外反し、外面下半は露胎である。 137は皿V2a類で、口縁

部は噴状に張り出し、底部は露胎でやや上げ底となる。 138は皿Vlla類の上半部で、胴部が直線的に

聞き屈曲して口縁部がわずかに外反する。底部は露胎である。粕は浅黄櫨色で発色が悪い。 139は底

部で、やや上げ底、底部外面に「供」の墨書がある。見込に目跡を残す。 140～142は皿VII類の底部で

ある。140は見込に櫛描きの劃花文、底部は軸剥ぎである。141は高台が 0.1cmと低く、胴部は緩や

かに立ち上がる。内面には花文、底部は露胎である。 142は、高台が 0.3cmと低く 、胴部は横に延び、

屈曲して立ち上がる。 143～147はD期（12世紀中頃～後半）である。 143は小碗VIII類で、見込は紬剥

ぎ、胴部下半・高台は露胎である。 144・145は碗V4類で、鴫状口縁を有す。 144は口唇部が平坦、

145は口唇部が丸みをもっ。146は碗VIlb類の口縁部で、やや外反し、内面に細線の草花文が施される。

147は碗酒類の口縁部で、胴部でやや上方へ立ち上がり、口縁部はわずかに外傾する。内面にヘラ切

りの文様がある。148は合子蓋で、内面は露胎、外面に縦線の彫りが施される。149は合子身で、受

け部と底部が露胎である。150は四耳壷口縁部である。 151は水注頚部で、内面は露胎である。152は

四耳壷肩部で、外面文様は横位の平行回線聞に斜位のへラ片切彫の連続斜線文が充填される。内面は

露胎で、紬が一部流れている。やや青みがかった透明紬が薄くかかり、細かい貫入がみられる。153
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第17図 中世白磁実測図（S=l/4)

は査胴部で、上部は縦位の 3本櫛歯線刻、下部は低隆帯下に片切彫の蓮華文が施される。内面は露胎

である。やや青みがかった透明紬が薄くかかり、細かい貫入がみられる。 152と153はともに 2区褐

色組砂層出土で同一個体の可能性がある。

中世青磁 （第 18図）

以下の分類・時期は宮崎亮一編（2000）『太宰府条坊跡XV：陶磁器分類編』太宰府市教育委員会に

従う。154は初期龍泉窯 （12世紀前半）の碗口縁部で、やや丸みをおびて立ち上がり口縁部でわずか

に外反する。内面に櫛描き文、外面に片切彫の平行斜線文が施される。明オリーブ灰色の透明紬が薄

くかかり、貫入はみられない。155～157は龍泉窯系青磁碗 I類、160は龍泉窯系青磁碗皿le類、158・
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n
L
 



159は龍泉窯系青磁皿 I類、 161～163は同安窯系青磁皿I類で、 D期（12世紀中頃～後半）である。

155は胴部で、わずかに丸みをおびて立ち上がる。内面には片切彫で文様を施し、外面は蓮弁文の上

に細い櫛描文が描かれる。 156は胴部で、丸みをおびて立ち上がる。内面に片切彫と櫛描の草花文を

施す。 157は胴部で、やや丸みをおびて立ち上がる。内面に雲文及びへラ線刻を施す。158は底部で、

内面に櫛描文及び劃花文を施す。底部外面は粕を削り、露胎とする。 159は胴部中位で屈曲し、口縁

部まで直線的に立ち上がる。内面にへラ及び櫛描文、外面に櫛描文を持つ。 160は口縁部で、胴部か

ら丸みをおびて立ち上がり、口縁部で外反する。内面に劃花文及び櫛描線文、外面に櫛描で放射線文

を施す。 161は底部で、見込に櫛刺突雷光文を描き、底部外面は露胎である。 162は底部で、見込に

櫛刺突雷光文及び劃花文を施す。底部外面は露胎である。 163は底部で、見込に櫛・ヘラ描き文様が

描かれる。底部は露胎である。164は龍泉窯系青磁碗lib類 E期（13世紀前後～前半）の口縁部で、

直線的に立ち上がり、外面に幅広な鏑蓮弁文が描かれる。 165は龍泉窯系青磁碗皿類F期（13世紀中

頃～14世紀初頭前後）の高台部で、畳付は紬剥ぎを行い露胎である。 166～171は龍泉窯系青磁碗W類

でG期 （14世紀初頭～後半）である。 166は口縁部で、やや丸みをおびて立ち上がる。外面に幅狭な

蓮弁文が描かれる。内面下部にも文様が見られる。 167は口縁部で、やや丸みをおびて立ち上がる。

~=, 

'""b五五f

＼ヒ~ア〆
／会づ一、交＼
，＜／（， 令 五、）／170

ノ：
155 

＼、『ごこどiζニフ” 三二三名二

フ l~~／~

1：主
166 

。 10cm 

159 

7
4
 

、可二i_J7二 Y守 べ：＝~~~l
第18図 中世青磁実測図（S=l/3)
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外面にヘラで蓮弁丈が描かれる。 168は口縁部で、やや丸みをおびて立ち上がる。外面に平行横線文

が描かれる。 169は口縁部で、やや丸みをおびて立ち上がり、口縁部は外反する。 170は底部で、見

込に線刻で双魚文が施される。高台内に目跡を残す。半透明でやや明るいオリーブ緑色の紬が厚めに

施され、大きめの貫入が入る。軸際は茶色に発色する。 171は高台部で、高台の外縁を面取りする。

底部は露胎で、見込にへラ描き文が描かれる。172・173は 15～16世紀の龍泉窯系青磁碗である。172

は口縁部で、わずかに丸みをおびて立ち上がる。外面に雷文帯を巡らせる。明オリーブ灰色紬を厚め

に施し、貫入はみられない。 173は口縁部で、胴部がわずかに丸みをおびて立ち上がり、口縁部で外

反する。内面に型押印花文を持つ。くすんだオリーブ緑色の紬が薄く施紬され、大きな貫入がみられ

る。

中世土器（第四図）

174は陶器播鉢の口縁部で、肥厚した口縁部下に雑な波状文が施される。施紬は灰オリーブ～オリ

ープ黒。 175は陶器播鉢の口縁部で、全面に褐色紬が施される。176は無紬陶器の壷頚部で、にぶい

赤褐色を呈す。 177は陶器壷の口縁部で、頚部に沈線で波形文を描く。口唇部～内面は褐色～オリー

プがかった粕が施され、外面には暗褐色紬が施される。 178は陶器壷の底部で、内外面に黄色がかっ

た粕が厚めにかけられる。179は陶器鉢の底部で、胴部～底部の外面は露胎で、 見込に胎土目を残し、

胴部外面に目跡を残す。外面に黄褐色紬、内面にオリーブ黄色紬を施す。180は土師質土器の底部で
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第19図 中世土器実測図（S=l/4。186のみS=l/5)
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ある。 181は陶器盤の底部で、内面に褐色の鉄絵を描く。 182は陶器盤の口縁部で、内面にオリープ

褐色の鉄絵を描き、灰オリープ色の粕を施す。外面口縁部より下はにぶい赤褐色粕を施す。 183は陶

器盤の底部で、見込に鉄絵を施し、胴部～底部外面は露胎である。182と183はともに 2区褐色粗砂

層から出土しており同一個体と思われる。 184は褐軸陶器大壷の底部で、外面には灰褐色で光沢のな

い施紬、内面は露胎である。185は滑石製石鍋底部で、破損面を一部削って面取した再加工品である。

186は須恵器翠胴部で、外面に別個体須恵器が貼り付いている。外面は縦方向の平行タタキ、内面は

同心円・円弧当て具痕、外面にはオリーブ色がかった自然紬がみられる。 187は、14世紀代の火鉢脚

部である。 188は15～16世紀代の瓦質の火鉢胴部片で、雷文スタンプが連続して横に並ぶ。189は瓦

質の火鉢口縁部で、刻み目及びスタンプを施す。190は瓦質の火鉢口縁部で、内面をヘラナデ、 口唇

苦防ミら外面をヨコ・タテミガキで仕上げ、外面胴部上半に菊花文が 3つ押印される。その他図未掲載

のものとして、 12～15世紀代の釜・鍋・播鉢・担鉢などの小片が出土している。

中世:a（第20図）

191は草花文軒丸瓦の瓦当部である。 192は平瓦片で、凹面に布目痕、凸面には目の粗い斜格子と

鈎状のタタキがみられる。193は押圧文軒平瓦の瓦当部で、凹面に布目痕、 凸面に縄目タタキがみら

れる。 194は丸瓦片で、 凹面に布目痕、凸面にタタキ痕が残る。195は平瓦片で、 凹面に布目痕、 凸

面に縄目タタキがみられる。

中世土錘・石球・滑石製石製品・鉄器（第21図）

196～198は管状土錘、 199・200は有溝土錘である。 196は、残長 4.85 cm・胴径 1.6 cm・孔径 0.6
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cm・残重 11.3gを測る。 197は、長さ 7.05 cm・胴径 1.8 cm・孔径0.6～0.7 cm・ 重量20.lgを測る。

198は管状土錘で、残長 9.4 cm・胴径 4.8 cm・孔径 1.3～1. 6 C皿・残重 103gを測る。199は断面方形

を呈し、長さ 7.6 cm・幅4c皿・厚さ 3.4 C皿・溝幅0.8 cm・重量 107.7gを測る。前・右面に剥落が目立

つ。 200は断面円形を呈し、長さ 7cm・幅4.1 cm・厚さ 4.2 cm・溝幅0.8 cm・重量 111.8gを測る。 20い

202は砂岩製の石球で、部分的に敵打による成形面が残り、多面体様をなす。 201は、長さ 5.6 cm・

幅 5.4 C皿・高さ 4.9 C皿・重量 168.3 gを測る。202は、長さ 3.45 cm・幅 3.7 cm・高さ 3.55 C皿・重量

52. 6 gを測る。 203は滑石製石製品で、長さ 2.4 cm・幅 1.55 cm・厚さ 0.65 cm・重量 4.7 gを測る。

摩耗のため詳細は不明だが、表面に引掻き傷が観察される。204～206は鉄器である。204は、残長8.5

cm・幅2cm・厚さ 0.3～0.4 cmを測る。錆の付着が著しく、本体の形状は軟X線写真を用いてかろうじ

て鎌と判別したが、刀子の可能性もある。 205は、残長 8.6 cm・幅 2.1 cm・厚さ 0.4 cmを測る。204

とほぼ同形で、鎌もしくは刀子である。206は、長さ 19.1 cm・幅5.5mmを測る。体部断面形は隅丸方

形、先端は肩平を呈す。錆の付着が著しく詳細は不明だが、箸の可能性がある。その他、錆・砂の付

着が著しく詳細は不明だが、釘・刀子と思われる鉄器が出土している。また、 鍛冶に伴う鉄津が約 1

kg出土している（図版3・213）。

中世銅銭（第 22図）

207は開元通賓（南唐960年）、208は皇宋通賓（北宋 1038年）、209は紹聖元賓（北宋 1094年）も

しくは聖宋元賓（北宋 1101年）、 210・211は永楽通賓 （明 1408年）である。

5cm 。
中世銅銭拓本 （S=l/1)
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第V章 自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

今回の分析調査では、残存していた房州堀内堆積物と推定される士層、及び旧比恵川内堆積物と推

定される土層を対象とし、堆積環境、古植生、稲作の検証等に関する情報を得ることを目的として、

珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析を実施する。

1.試料

調査対象とした地点は、 1区北壁と 2区東壁の2地点である。1区北壁の分析試料は、わずかに残存

する 2層（黒褐色粘質土試料番号 1）、 3層（黄灰色粘質土試料番号2）、 4層（暗灰黄色粘質土：試料番号

3）より採取されている。2区東壁の分析試料は、偽磯状に取り込まれた 10c下層（暗灰色粘土：試料番号

4）、 10d層（灰色粘土試料番号5）より採取されている。

これらの土壌試料5点について、珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析を実施する。

2.分析方法

(1)珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法（4時間放置）の順に物理・化

学処理を施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕

微鏡で油浸600倍あるいは 1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って

走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する（化石の少ない試料は

この限りではなし、）。種の同定は、原口ほか（1998）、 Krammer( 1992 ）、 Krammer & Lange 

-Bertalot ( 1986,1988,1991a,1991b）、渡辺ほか（2005）、小林ほか（2006）、 Witkowskiet al. ( 2000 ）など

を参照し、分類基準は、 Roundet al. ( 1990）に従う。なお、壊れた珪藻殻の計数基準は、柳沢（2000）に

従う。

同定結果は、中心類（Centric diatoms；広義のコアミケイソウ綱Coscinodiscophyceae）と羽状類（Pennate

diatoms）に分け、羽状類は無縦溝羽状珪藻類（Araphidpennate diatoms：広義のオピケイ ソウ綱

Fragilariophyceae）と有縦溝羽状珪藻類（Raphidpennate diatoms；広義のクサリケイソウ綱

Bacillariophyceae）に分ける。また、有縦溝類は、単縦溝類、双縦溝類、管縦溝類、翼管縦溝類、短縦溝

類に細分する。

各種類の生態性については、 Vos& de Wolf(1993）を参考とするほか、塩分濃度に対する区分は

Lowe(l974）に従い、真塩性種（海水生種）、中塩性種（汽水生種）、貧塩性種（淡水生種）に類別する。ま

た、貧塩性種についてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度（pH）・流水に対する適応能

についても示す。そして、産出個体数 100個体以上の試料については、産出率2.0%以上の主要な種類

について、 主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。 また、 産出化石が現地性か異地性かを判断す

る目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析にあたり、海水生種（真塩性種）～汽水生種（中

塩性種）については小杉(1988）、淡水生種（貧塩性種Hこついては安藤（1990）、陸生珪藻については伊

藤・堀内（1991)、汚濁耐性については渡辺ほか（2005）の環境指標種を参考とする。

(2）花粉分析

試料約 IOgについて、水酸化カリウムによる泥化、筒別、 重液（臭化亜鉛，比重2.3）による有機物の
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分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸 9：濃硫酸 1の混合液）処理による

植物遺体中のセノレロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残濯をグリセリ

ンで封入してプレパラートを作成し、 400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する

全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花

粉は木本花粉総数を、 革本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、

百分率で出現率を算出し図示する。

(3）植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比

重2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下

で全面を走査し、その聞に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、

短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近

藤（2004）の分類に基づいて同定・計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残誼量、検鏡に用いたプレパ

ラートの数や検鏡した面積を正確に計量し、堆積物 lgあたりの植物珪酸体含量（同定した数を堆積物

lgあたりの個数に換算）を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、各分類群の含量は 10の位で四捨五入し（100単

位に丸める）、 100個lg未満は「＜100」で表示する。合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸

めている。また、各分類群の植物珪酸体含量とその層位的変イじから稲作の様態や古植生について検討

するために、植物珪酸体含量の層位的変化を図示する。

3.結果

(1）珪藻分析

結果を第2表、第23図に示す。いずれの試料も、珪藻化石が豊富に産出する。完形殻の出現率は約

70%以上で、化石の保存状態も良好である。産出分類群数は、合計で47属 150分類群である。

1区北壁の試料番号3,2は、 産出種の生態性の特徴や珪藻化石群集が近似している。産出種を塩分濃

度に対するカテゴリーで類別すると、淡水域に生育する水生珪藻が全体の約70%を占める。これに次

いで、陸生珪藻が約 20%、汽水生種が約 10%産出する。淡水生種の生態性（塩分濃度、水素イオン濃

度、流水に対する適応性）の特徴は、 貧塩好塩性種と貧塩不定性種、好＋真アルカリ性種、好＋真止水

性種流が優占あるいは多産する。 主要種は、好止水性で付着性のPseudostaurosirabrevおかiataが約40%

産出し、同じ生態性のStaurosiraventer、陸生珪藻B群で好汚濁性種のDiadesmisconfervacea、流水不

定性で好汚濁性種のSellaphorapψula、汽水浮遊性の Thalassiosiralacustris等を伴う。

試料番号 lになると、前試料で優占したPseudostaurosirabrevistriataは、約 10%に減少する。淡水生

種の生態性の特徴は、 貧塩好塩性種、好＋真アノレカ リ性種、 流水不定性種が優占する。主要種は、陸

生珪藻 B群で好汚濁性種の Diadi四mお corifervaceαが約 20%、流水不定性で好汚濁性種の Sellaphora

pupula、Achnanthidiumexiguumが約 10%産出する。

2区東壁の試料番号5は水生珪藻が約 80%と優占し、淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、 好

＋真アノレカリ性種、流水不定性種が優占する。主要種は、流水不定性で付着性の Placoneisclementis 

が約20%産出し、好流水性で中～下流性河川指標種のPlanothidiumlanceolatum約 10%、同じ生態性の
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Reimeria sinuata、Geissleriadecussis、それに流水不定性で付着性の Cocconeisplacentula等を伴う。

試料番号4は、陸生珪藻と水生珪藻とがそれぞれ約45%産出し、淡水～汽水生種が約 10%産出する。

淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、好＋真アルカリ性種、流水不定性種が優占する。陸生珪藻

の主要種は、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻A群のHantzschiaamphioxysが約20%、Luticola

muticaが約 13%産出し、同じく陸生珪藻A群のPinnulariaborealisを伴う。水生珪藻は特に多産するも

のはなく、淡水～汽水生種の H伊IJJOdontalinearis、好流水性で中～下流性河川指標種の Geissleria

decussis、好流水性で付着性のNavicularostell,αta、Naviculaviridula var. rostrata等が認められる。

(2）花粉分析

結果を第3表、第24図に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類聞の区別が

困難なものを示す。なお、木本花粉総数が 100個体未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐

れがあるので、出現した種類を＋で表示するにとどめておく。全体的に花粉化石の保存状態が悪く、

産出状況も悪い試料が多く認められる。

1区北壁の試料では、試料番号 3から花粉化石が検出された。花粉群集組成をみると草本花粉の割

合が高く、イネ科が優占する。その他で、はガマ属、カヤツリグサ科も比較的多く産出し、ミズアオイ

属、アブラナ科、ヨモギ属等を伴う。木本花粉で、はマツ属が優占し、モミ属、イチイ科 イヌガヤ科

ーヒノキ科、コナラ属アカガシE属等を伴う。試料番号 21では花粉化石の産出が悪く、定量解析を

行えるだけの個体数を得ることが出来なかった。 検出された種類をみると、 木本花粉ではマツ属、ア

カガシ亜属、ニレ属 ケヤキ属が、草本花粉ではガマ属、イネ科、カヤツリグサ科、アブラナ科、タ

ンポポ亜科等が、わずかに認められるのみである。

2区東壁の試料番号 5も、花粉群集組成をみると草本花粉の割合が高い。草本花粉ではイネ科が優

占し、カヤツリグサ科、ヨモギ属、タンポポ亜科等を伴う。木本花粉ではマツ属、アカガシ亜属が多

く産出し、スギ属、ハンノキ属、シイ属等を伴う。試料番号4は花粉化石の産出状況が悪く、木本花

粉ではマツ属、アカガシ亜属、アカメガシワ属が、草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ科、アブラナ

科、タンポポ亜科が、わずかに検出されるのみである。

(3）植物珪酸体分析

結果を第4表、第25図に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表

面に多数の小干し（溶食痕）が認められる。

1区北壁では、植物珪酸体含量が下位から上位にかけて増加する。いずれの試料も栽培植物である

イネ属の産出が目立ち、葉部や籾（穎）の植物珪酸体や珪化組織片が見られる。その含量は、下位から

上位にかけて増加する。この他に検出される分類群も同様であり、タケ亜科、ヨシ属、ススキ属を含

むウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが認められる。

2区東壁での植物珪酸体含量は、試料番号5よりも試料番号で4多い。検出される分類群は試料番

号5で少ない。各試料でイネ属が検出され、葉部の植物珪酸体や珪化組織片が見られる。また、試料

番号4では穎珪酸体の産出が目立つ。この他、タケ亜科、ヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、イチ

ゴツナギ亜科などが認められる。

4.考察

(1）各地点の堆積環境

・中世旧比恵川内堆積土の堆積環境

房州堀下層に堆積する 2区東壁の灰色粘土の10d層（試料番号5）と暗灰色粘土の10c下層（試料番号
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4）は、ともに中～下流性河川｜指標種群を含む好＋真流水性種が多産するが、 10c下層では水生珪藻に

加えて耐乾性の高い陸生珪藻A群が多く含まれる。よって、 10d層と 10c下層は、ともに流水の影響

を受ける環境下で堆積したと推測され、試料が旧比恵川内堆積士であるとされる発掘調査所見と調和

的である。また、 10c下層では、生育環境の異なる水生珪藻と陸生珪藻が共存するいわゆる混合群集

の組成を示している。このような混合群集は、河川｜の氾濫後に水が引いて乾燥化する過程で認められ

る群集（堀内ほか，1996）とされている。よって、 10c下層は洪水などによって堆積した氾濫堆積物に由

来する可能性が高いと考えられる。調査所見から、旧比恵川内堆積土には人頭大磯の集中箇所がある

ほか、試料を採取した 10c下層・ 10d層は偽磯状に取り込まれた部分であることなどを考慮すると、

かなり不安定な環境で堆積したことが想定され、混合群集はこのような堆積環境を反映していると考

えられる。

・近世房州堀内堆積土の堆積環境

l区北壁の鉄分が沈着する暗灰黄色粘質土の4層（試料番号3）とその直上に堆積する磯混じり黄灰色

粘質土の 3層（試料番号 2）は、珪藻化石群集が近似しており、水素イオン濃度で、は好＋真アルカリ性

種、流水に対しては好＋真止水’性種が優占する。特に優占種のPseudostaurosirabrevistriαtαは、付着性

で中程度に汚濁した電解質成分の多い水域に最も良く生育する中汚濁耐性種とされている（小林ほ

か，2006）。また、多産種のDiadesmiscoゆrvaceaは、前種よりも有機汚濁の進行した水域に生育する好

汚濁性種で（渡辺ほか，2005）、陸上の好気的環境や極く浅い水中にも生育し、温かい軟水を好む（Pa仕ick

& Reimer, 1966）ほか、乾田や半湿固からも検出が報告されている（伊藤，2007）。よって、 4層や3層が

堆積する頃の堀内は、池沼のような止水域で水質的には弱アルカリ性を呈しており、汚濁に対しては有

機汚濁のある程度進んだ、中栄養～富栄養の水域であったと考えられる。また、 本来で、あれば汽水域に

生育する種群も低率ながら産出した。これは、 4層や 3層の水質がこれらの種群の生育に合っていた

ためと考えられる。

炭化物をやや多く含む黒褐色粘質士の2層（試料番号1)になると、好＋真止水性種が減少する反面、

有機汚濁の進んだ腐水域に多産する好汚濁性種が増加する。よって、 2層が堆積する頃になると、堀

内は水深が浅くなるなどの変化が認められるとともに、水質的にも汚濁の進んだ富栄養腐水域へと変

化したと考えられる。調査所見では、堀内における水田耕作土の存在が想定されていることから、水

質の変化は水田耕作に伴う施肥などによる水質の変化を反映している可能性がある。

(2）古植生

花粉化石の産出状況を見ると、産出状況が悪いものが多く、保存状態も全体的に良好ではない。一

般的に花粉やシダ類胞子の堆積した場所が、常に酸化状態にあるような場合、 花粉は酸化や土壌微生

物によって分解・消失するとされているほか、花粉やシダ類胞子の腐蝕に対する抵抗性は種類により

異なっており、落葉広葉樹に由来する花粉よりも針葉樹に由来する花粉やシダ類胞子の方が酸化に対

する抵抗性が高いとされている（中村 1967・徳永・山内 1971・三宅・中越 1998など）。検出された花粉

化石の保存状態を考慮すると、得られた花粉化石群集は経年変化による分解・消失の影響を受けてお

り、分解に強し、花粉が選択的に多く残されている可能性がある。したがって、当時の周辺植生を正確

に反映していない可能性がある。このことを考慮した上で、古植生の検討を行う。

中世の旧比恵川内堆積土とされる 2区東壁 10d層（試料番号 5）を見ると、草本類の占める割合が高

い。草本類ではイネ科が多産し、カヤツリ グサ科、アブラナ科、セリ科、ヨモギ属、キク亜科、タン

ポポ亜科等が検出される。また、植物珪酸体では、タケ亜科、ススキ属、イチゴツナギ亜科などが認

められる。これらの草本類は、いずれも開けた明るい場所を好む人里植物を多く含む分類群であり、
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他にも同様の生育環境を示す分類群が検出されている。このことから、本層が堆積した当時の周辺は

開けた空聞が広がっており、調査地点周辺や集水域の旧比恵川沿い等にこれらの草本類が生育する草

地が存在したと推測される。また、ヨシ属等のイネ科、カヤツ リグサ科の一部、セ リ科の一部には河

畔等の適湿地に生育する種類が含まれることから、旧比恵川沿い等の水湿地に生育していた可能性が

ある。

木本類では、マツ属（複維管東亜属を含む）が多く認められ、 次いで、コナラ属アカガシ亜属が多く認

められる。その他ではスギ属、クマシデ属一アサダ属、コナラ属コナラ亜属、クリ属、ニレ属ーケヤ

キ属、イスノキ属等を伴う。このうちアカガシ亜属は、シイ属等と共に暖温帯性常緑広葉樹林の主要

構成要素であり、ヤマモモ属、イスノキ属等も構成要素である。よって、中世当時の周辺域には、ア

カガシ亜属を主体とした常緑広葉樹林が分布しており、部分的にモミ属、ツガ属、スギ属等の針葉樹

も生育していたと考えられる。マツ属複維管東亜属（いわゆるニヨウマツ類）は極端な陽樹であり、や

せた裸地などでもよく発芽し生育することから、伐採された土地などに最初に進入する二次林の代表

的な種類でもある。よって、当時の林縁等に代償植生としてのマツ属が生育していた可能性がある。

また、クマシデ属 アサダ属、コナラ亜属、ニレ属 ケヤキ属等は、渓谷沿いや河畔等の適湿地に生

育する種を含むことから、旧比恵川沿いをはじめとする周辺の河畔・低湿地等に生育していたと推測

される。

10c下層（試料番号4）は花粉化石の産出状況が悪かったものの、10d層で多産する花粉が検出される。

植物珪酸体分析の結果も、 10d層と大きく変化していないことを考慮すると、周辺植生に大きな変化

は認められなかったと推測される。

一方、近世と推定される房州堀内堆積土とされる 1区北壁の 4層（試料番号 3）になると、アカガシ

亜属をはじめとする暖温帯性常緑広葉樹林構成要素の割合が減少し、マツ属（主として複維管東亜属）

により占められる。マツ属複維管束亜属は、前述のように二次林の代表的な種類であることから、近

世頃になると周囲の森林に伐採等の干渉が進み、森林が減少すると共にマツ属等の二次林が増加した

可能性がある。

草本植生は、中世頃と大きな変化は認められず、タケ亜科・ススキ属等のイネ科、カヤツリグサ科、

ヨモギ属等の人里植物が、房州堀周辺や上流域に生育していたと推測される。なお、ガマ属、ヨシ属

等のイネ科、ミズアオイ属等の水湿地生植物も認められることから、これらの草本類が当時の堀内に

生育していた可能性がある。

3層及び2層（試料番号21)は花粉化石の産状が悪かったが、 4層で多産する種類等がわずかに検出

される。植物珪酸体分析の産状も考慮すると、 4層～2層の堆積を通じて周辺植生に大きな変化は無か

った可能性がある。
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第2表珪藻分析結果（1)
1区北壁

F重 類 生態性 環境 2層 3層 4 10c下層4 10d層

塩分 pH 流水 指標種 1 2 5 

Bacillarioph拭a（珪藻植物門）

Centric D』atoms（中心型珪藻類）

Aulacoseira a/pigena (Grun.)Krammer Ogh-hob ac-,1 1-b, N,U 

Aulacoseかaamb，.亙ua(Grun.)Simonsen Ogh一ind al-ol 1-b, N,U 

Coscinodiscus rudo！.扮 Bachmann Meh 

Melosira varians Agardh Ogh一ind al一,I 「ph K,U, 

Paralia su/cata (Ehr.)Cleve Euh B 

Cyc/otella meneghiniana Kuetzing Ogh-Meh al-ii 1-ph L,S 

；；：；~~：，：：~：~：：u；：~ゐo~~［無un縦.）H溝as羽le状珪藻類）
Meh 2 6 7 - 1 

ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・

Catacombas obtusa (Pantocsek)Snoeus Meh 

Fト-agi/ariacapitel/ata ( Grun.)J目B.Petersen Ogh-ind al-ol ind T 

丹-agi/ariacapucina var. graci/is (Oestr.)Hustedt Ogh-ind ind 1-ph T 1 

Fト-agi/ariavaucheriae (Iくuetz.)Petersen Ogh-ind al-ol 「ph K,T 

Fragi/ariforma exigua (Grun.)D.M.Williams & Round Ogh-hob ac「｜ 1-ph P 1 

Pseudostaurosira brev.必tr.必ta(Grun.)Williams & Round Ogh-hil alーii 1-ph U 23 76 95 4 

Staurosira construens Ehrenberg Ogh-ind al-ol 1-ph U 1 

Stauros，.トaventer (Ehren.)H.Kobaya剖 Ogh-ind al-ol 1-ph U 6 11 26 4 3 

Staurosirella pinnata (Ehr.)Williams & Round Ogh-ind ahl 1-ph U 

U1naria ulna _(1':!ltz~g－~）g~＿'!l.P..空間． 旦喜bコ!:ISLal-ol ind u 
Raphid Pennate Diatoms（有縦溝羽状珪藻類）

－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・

Monoraphid Pennate Diatoms（単縦溝羽状珪藻類）

Achnanthes brevipes Agardh Meh D1 

Achnanthes brevipes var. intermedia (Kuetz.)Cleve Meh D1 2 2 

Achnanthes crenulata Grunow Ogh-ind alーii 「ph T 

Lemnico/a hungarica (Grunow)Round & Sasson Ogh-ind ahl ind u 5 8 3 

月・anothidiumde/icatulum (Kuetz.)Round et Bukhtiyarova Meh D1 2 

月・anothidium/anceo/atum (Breb. ex Kuetz.)Lange-Beはalot Ogh-ind ind 「ph K,T 1 2 3 3 18 

月・anothidiumrostratum (Oestrup)Round et Bukhtiyarova Ogh-ind ahl 「ph u 2 6 

Achnanth,dium exiguum (Grunow)Czarnecki Ogh-ind al-ol ind s 17 2 4 2 

Cocconeis scutellum Ehrenberg Euh-Meh Cl 

~；~；~；恒d P三e位nn；三te往D生iat生o~；！宅t双＇－~＇.：！縦：~~溝一羽一．状．．珪．，．藻．．類．．．）．．．．．．．．．－－－－－－－－－ 
旦星りコ！：＇！！＿ al-ol ind u - 1 1 5 8 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

Amphora holsatica Hustedt Meh D1 

AmphoraゐntinalisHustedt Ogh-Meh al一,I ind 

Amphora copulata (Kuetz.)Schoeman et R.E.M.Archibald Ogh一ind al-ol ind u 2 3 7 

Amphora inariensis Krammer Ogh一ind al-ol ind T 

Amphora montana Krasske Ogh一ind al-ol ind RA,U 4 

Amphora normanii Rabenhorst Ogh一ind ind ind RB 1 

Amphora pedicu/us (Kuetz.)Grunow Ogh-ind al-b, ind T 2 

Anomoeoneis sphaerophora (Kue包.）P罰tzer Ogh-Meh al-bo ind 1 

Cymbella pusilla Grunow Ogh-Meh al-ol ind 

Cymbella a/finis Kuetzing Ogh一ind al一,I ind T 

Cymbella aspera (Ehr.)Cleve Ogh一ind al-ol ind 。
Cymbella cuspidata Kuetzing Ogh一ind ind ind T 

Cymbella tumida (Breb.)Van Heurck Ogh一ind al-ol ind T 2 2 

Cymbella turgidula Grunow Ogh一ind al-b, 「ph K,T 

Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzow Ogh一ind al-ol 「ph T 1 2 

Cymbel/a uenoi Skvortzov in Skvo同zovet Noda Ogh-ind al-bo 。nd T 6 

Encyonema si/esiacum (Bleisch)D.G.Mann Ogh-ind ind ind T 1 2 5 3 

Placoneis c/ementis (Grun.)E.J.Cox Ogh-ind al-ol ind u 2 50 

月・scone.危e/ginens危 （Greg.)E.J.Cox Ogh一ind al-ol ind O,U 1 

月・scone.危 e/ginens危 var.neglects (Krasske)H.Kobayasi Ogh一ind al-ol 「ph u 9 2 2 

P/acone.必pseudang/ica(Lange B.)E.J.Cox Ogh ind al ii ind 5 7 3 

Gomphonema angustatum (Kuetz.)Rabenhorst Ogh ind ind ind u 
Gomphonema c/evei Fricke Ogh ind ind 「ph T 

Gomphonema graci/e Ehrenberg Ogh-ind al-ol 1-ph O,U 

Gomphonema helveticum Brun Ogh-ind ind 「ph T 

Gomphonema /agenula Kuetzing Ogh-ind ind 「ph s 3 3 

Gomphonema parvulum (Kuetz.lKuetzing Ogh ind ind ind u 2 4 5 

Gomphonema pseudoaugur Lange Bertalot Ogh ind al ii ind s 1 

Gomphonema pumilum var. rigidum E.Reichardt et Lange B. Ogh ind al ii ind u 
Gomphonema sphaerophorum Ehrenberg Ogh ind al ii ind u 
Reimeria sinuata (W.Greg.)Kociolek et Stoermer Ogh ind ind r ph K,T 2 7 

Dip/oneis smithii (Breb. ex W.Sm凶1)Cleve Euh-Meh El 6 

Dip/oneis pseudova/is Hustedt Meh 2 2 

Diploneis ova/is (Hilse)Cleve Ogh-ind alーii ind T 2 4 

Dρioneis parma Cleve Ogh ind ind ind 1 

Dip/oneis yatukaensis Horikawa et Okun。 Ogh ind ind I ph RI 
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1区北壁

種 類 生態性 環境 2層 3層 4 10c層 10d層

塩分 ロH 流水 指標種 2 4 5 

H4ヲipodontacapitata (Ehr.)Lange-8 ,Metzeltin et Witkowski Ogh-Meh alー,I r-ph u 2 

H4フipodontalinear.ゐ（Oestrup)Lange-8.,Metzeltinet Witkowski Ogh-Meh al-ii ind u 12 

Navicula elegantoides Hustedt Meh 2 

Navicula cincta (Ehr.)Kuetzing Ogh-Meh al-ii ind u 2 3 

Navicula eri.ゐgaLange-8 Ogh-Meh al-ii ind 2 

Navicula gregaria Donkin Ogh-Meh al-ii ind u 4 

Navicula veneta Kuetzing Ogh-Meh al-ii ind u 3 

Navicula amphicerops.危 Lange-Bertal。tet U.Rumrich Ogh-ind al-ii r-ph u 2 

Navicula capitata var. e品。ロtica(Schulz)CI.-Eu Ogh-Meh al-ii ind 

Navicu/a kotschyi Grunow Ogh ind ahl ind 2 

Navicu/a oppugnata Hustedt Ogh ind ind ind T 

Navicu/a pseudo/anceo!ata LangeーBe比alot Ogh ind ahl ind T 

Navicu/a rhynchocepha/a Kuetzing Ogh ind ahl ind u 
Navicu/a rostel!ata Kuetzing Ogh ind ahl 「ph K,U 2 2 10 

Navicu/a ruttnen’var. capitata Hustedt Ogh一ind ahl ind 

Navicula trivia/is Lange-Bertalot Ogh-ind al-ii ind u 
Navicu/a viridu/a var. rostrata Skv Ogh-ind al-ii 「ph T 5 2 

Navicu/a spp Ogh-unk unk unk 5 2 

Gyrosigma sca/proides (Rabh.)Cleve Ogh一ind ahl 「ph u 
Craticu/a cuspidata (Kuetz.)D.G.Mann Ogh一ind ahl ind s 
Stauroneis /auenbu，宿泊naHustedt Ogh一ind ahl ind 

Stauroneis phoenicenteron (Nitz.)Ehrenberg Ogh一ind ind 1-ph o.u 2 

Stauroneis phoenicenteron fo. hattorii Tsumura Ogh一ind ind ind 。
Stauroneis prominula Hustedt Ogh-ind ind ind 2 

Stauroneis undata Hustedt Ogh-ind ind unk 

丹-ustu!iavu/garis (Thwait.)De Toni Ogh-ind al「｜ ind u 
Diadesmis biceps Arnott ex Grunow in Van Heurck Ogh一ind ahl ind RA.T 4 

Diadesmis confervacea Kuetzing Ogh一ind ahl ind RB,S 46 35 19 2 9 

Diadesmis contenta (Grun.ex Van Heurck)D.G.Mann Ogh一ind al一,I ind RA.T 3 

Lutico/a mutica (Kuetz.)D.G.Mann Ogh一ind ahl ind RA,S 3 2 2 27 

Lutico/a paramutica (Bock)D.G.Mann Ogh一ind ind ind RB 

Luticola ventricosa (Kuetz.)D.G.Mann Ogh-ind ind ind RI,U 

Neidium alpinum Hustedt Ogh-ind ac-11 ind RA 

Neidium ampliatum (Ehr.)Krammer Ogh-ind ac-11 1-ph 

Neidium longiceps (W.Greg.)R.Ross Ogh-hob ac-11 ind 

Caloneis bacillum (Grun.)Cleve Ogh-ind ahl r-ph u 
Ca/one厄ゐ•gerstedtii’（Lagerst.)Cholnoky Ogh-ind alー11 ind s 3 

Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot Ogh-ind ind 1-ph RB 

Caloneis minuta (Grunow)Ohtsuka et Fujita Ogh-ind ahl ind 

Ca/one危molaris(Grun.)Krammer Ogh-ind ind ind 2 

Ca/oneis silicula (Ehr.)Cleve Ogh-ind al-ii ind 2 

Caloneis truncatula (Grunow) Ogh-ind al-ii 。nd u 
Pinnulan.旨acrosphaeriaW.Smith Ogh-ind al-ii 1-ph 0 

Pinnulan.旨acrosphaeriavar. turgidula Grunow ex Cleve Ogh-unk unk unk 

Pinnulan.旨borealisEhrenberg Ogh-ind ind ind RA,U 9 

Pinnularia borealis var. brevicostata Hustedt Ogh-ind ind ind RA 

Pinnulan.旨borealisvar. linearis M.Per Ogh-ind ind ind RA 

Pinnulan.旨breb危・sonii(Kuetz.)Rabenhorst Ogh-ind ind ind u 
Pinnularia brevicostata Cleve Ogh-ind ac-11 ind 

Pinnularia g必baEhrenberg Ogh-ind ac-11 ind o.u 
Pinnulan.旨graciloiザesHustedt Ogh-hob ac-11 ind 

Pinnulan.旨karelicaCleve Ogh-ind ind ind 

Pinnu!an.旨neomajorKrammer Ogh-ind ac-11 l-b1 

Pmnularia nodosa Ehrenberg Ogh hob ac 11 l-ph 0 

Pinnularia rupestris Hantzsch Ogh-hob ac-11 ind 。
Pinnularia subcapitョtaGregory Ogh一ind ac-11 ind RB,S 3 2 

Pinnularia subcapitata var. paucistn旨ta( Grun.)Cleve Ogh一ind ac-11 ind u 2 5 

Pinnu!an.；ョsubnodosaHustedt Ogh-hob ac-il 1-ph 

Pinnularia ueno Skvo比zow Ogh-hob ac-11 1-ph 

Pinnularia va/detolerans Mayama et H.Kobsyasi Ogh-hob ac-b1 1-ph S 3 

Pinnularia viridis (Nitz.)Ehrenberg Ogh一ind ind ind o.u 
Fa//acia pygmaea (Kuetz.)Stickle & Mann Ogh-Meh ahl ind u 
Fa//acia tenera (Hust.)D.G.Mann Ogh-Meh ahl ind s 
Se//aphora americana (Ehr.)Mann Ogh一ind ahl 1-ph 

Se//aphora baci//um (Ehr.)D.G.Mann Ogh一ind al一11 ind u 
Se//aphora /aevissima (Kuetz.)Mann Ogh-ind ind ind u 2 

Se//aphora pupu/a (Kuetz.)Mereschkowsky 旦.iり.ゴり＿d__ind ind s 17 5 5 1 4 

管縦溝類
ーーーーーーーーーー圃ーーーーー・・回国ーーーーーーーーーーー岨・岨圃圃圃ーーーーーーーーーーーーーーーー回，

Bac,Y/ar.厄paxillifer(O.F.Mull.)Hendey Ogh-Meh al一11 1-ph U 4 

Hantzsch厄distinctepunctata (Hust.)Hustedt Ogh-Meh ahl l-b1 2 7 
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1区北壁

種 類 生態性 環境 2層 3層 4 10c層4 10d層

塩分 pH 流水 指標種 2 5 

Hantzschia amphioxys (Ehr.)Grunow Ogh-ind ind ind RA,U 3 36 4 

Nitzschia inconspicua Grunow Ogh-Meh ahl ind u 
Nitzschia pa/ea (Kuetz.)W.Smith Ogh-Meh ind ind s 
Nitzschia amphibia Grunow Ogh一ind ahl ind s 2 

Nitzschia hantzschiana (Kuetz.)Grunow Ogh一ind al-b, ind u 2 

Nitzschia nana Grunow Ogh一ind ind ind s 
Nitzschia cf. perminuta (Grun.)Pe問 gallo Ogh-ind ahl ind RI,U 2 

Nitzschia tubico/a Gruno，哨 Ogh-ind alーii ind s 
Tryb/i。ne//a/evidensis W.Sm，松丸 Meh s 
7子yb/ione//asa/inarum (Grunow)Pelletan Meh u 2 

翼Rh管op.縦•alo溝dia類gibberu/a (Ehr.)O.Muller Ogh Meh al ii ind u 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー．

Surire//a angusta Kuetzi ng Ogh ind ind ind u 
Surire//a minuta Brebisson Ogh ind ind r ph U 

短Su.縦•rir.溝-el/a類ovata Kuetzing Ogh-ind ahl r-ph u 
ーーーーーーーーーーー・・ーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーーーーー・

Eunotia incisa W.Smith ex Gregory Ogh-hob ac-11 ind O,U 

Eunotia minor (Kuetz.)Grunow Ogh hob ind ind O,T 

Eunotia praerupta var. bidens (Ehren.)Grunow Ogh hob ac ii I ph RB,O,T 

Eunotia veneris (Kuetz.)De Toni Ogh hob ac ii ind T 

珪藻分析結果（3)第2表
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C. R流水に対する適応性
トbi ：真止水性種
トph 好止水性種
ind ：流水不定性種
r-ph 好流水性種
r-bi 真流水性種
unk 流水不明種

pH水素イオン濃度に対する適応性
al-bi ：真アルカリ性種
aト，l 好アルカリ性種
ind :pH不定性種
ac寸l 好酸性種
ac-bi 真酸性種
unk :pH不明種

凡例
H. R塩分濃度に対する適応性
Euh 海水生種
Euh-Meh 海水生種ー汽水生種
Meh 汽水生種
Ogh-Meh 淡水ー汽水生種
Ogh-hil 貧塩好塩性種
Ogh-ind 貧塩不定性種
Ogh-hob 貧塩嫌塩性種
Ogh unk 貧塩不明種

環境指標種群

B肉湾指標種， Cl：海水藻場指標種， Dl海水砂質干潟指標種，El海水泥質干潟指標種（以上は小杉，1988)

K中～下流性河川指標種， L最下流性河川指標種， N湖沼沼沢湿地指標種， 0沼沢湿地付着生種，

P高層湿原指標種（以上は安藤，1990)

＆好汚濁性種， u広域適応性種， T好清水性種（以上lまAsai& Watanabe, 1995) 

R隆生珪藻（RA:A群， RB:B群， RI：朱区分、伊藤・堀肉，1991)

流
水
不
明
種
コ

好
＋
真
止
水
性
種
ヨ

流
水
不
定
性
種
翠

好
＋
真
流
水
性
種
圃

P
H
不
明
種
コ

好
＋
真
ア
ル
カ
リ
性
種
ヨ

P
H
不
定
性
種
翠

好
＋
真
酸
性
種
医

貧
塩
不
明
種
コ

貧
塩
嫌
塩
性
種
ヨ

貧
塩
不
定
性
種
需品

｜
｜

貧
塩
好
塩
性
種
医

－I
l
l
i－
－

臥

E
t
g
Ets号
、

「

｜

－

E

MV
S
百
語。

4
2
h百
E
R
l

「

hrl

盟

m
gBEthミ
ド
ド
h
匹
同
｜

陸

一

・

ー

一

「
I
l
l
i－
－

T
a
S
T
E
t
a
－－・
一－E

流
水
不
明
種
｜
I
M
I－
－

番

号

i
h
H
U
U
M

I
l
l
i
l
i－
－

－

1
U
S
R
2
2
5
E巧
I
B

・－・・．

性

一

・

．

一
…

水

一

・

・

一

し

止

一

ー

・

・

一

ト

「
I
l
l
i－－

u
s呂
、
昔
話
品

E
g
ES

忠告書占・・・一・・
e

l
i－
－

I
l
l
i－
－

S
EZ
5
5
2］
岡

u
h
l円
同

u
h

u
s
p
eg
吉
氏
自
号
、
句
号
晶
君
E
A
E
E
A川
町

umuuuh
u
u

U
5
言
語

NU
5
5主
言
。
l
p』
l
lE
L
F
l

qu崎、玉音
bhk
H
E
E
u
e
E

「

h
ト
l
l
p
l

一－－－
一－E
E

－

－－－ 

遼皇室重金主筆丘遼些至室生壁

｜｜ι 
語長選li1HUH11h

! i ！善意鞄襲撃ささ謀長
i ;e 1t~1mwt11 固｜」 1 1・ B

第23図 主要珪藻化石群集の層位分布

海水ー汽水ー淡水生種産出率・各種産出率・ 完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数として百分率で算出した。
いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、．は2%未満の産出を示す。
（環境指標種，El：海水泥質干潟指標種，K：中～下流性河川指標種，s：好汚濁性種，U：広域適応性種，T：好清水性種，臥：陸生珪藻A群，RB：陸生珪藻B群）
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第3表

木本花粉
モミ贋 一－ 3 

ツガ贋 ーーー
マツ属単維管束亙属 ー

マツ属複維管束E属 1 - 69 
マツ属（不明） 6 - 135 
スギ属 一ー 1
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 一 - 4 

ヤナギ属 2 

ヤマモモ属 一 一 1 - 1 
サワグルミ周 一 ー ー ー
クマシデ属ーアサダ属 一 ー ー - 3 
カバノキ属 ー ー 1 - 1 
ハンノキ属 1 
コナラ属コナラE属 一 一 1 - 6 
コナラ属アカガシE属 1 4 2 23 

クリ属 一 一 一一 3
シイ属 一－ 2 - 9 
ニレ属ーケヤキ属 1 - - - 2 

イスノキ属 ーー ー - 2 
アカメガシワ属 一 ー ー 1 -

量末花有一 ー
ガマ属 6 - 35 一 一
イネ科 9 11 272 4 223 
カヤツリグサ科 4 - 45 1 26 
ミズアオイ属 一 - 6 - ー

クワ革ヰ ーー 1 - 3 
サナヱタデ節ーウナギツカミ節 一 - 2 - 1 
アカザ科 1 1 3 - 2 

ナデシコ科 一 1 2 - 1 
カラマツソウ属 1 - ー ー ー
アブラナ科 6 5 5 2 5 

ワレモコウ属 一 一 一 一
アリノトウグサ属 一 ー 2 - ー

セリ科 一 ーー－ 6 
ヨモギ属 一－ 9 - 11 
キク亜科 7 
タン主ポ里担． 4 2 2 1 16 

苔砲査段 一一－－－－ E一一一一銭一一一一-1一一一＿＿＿:i_t 
シ研頭・子

ヒカゲノカズラ属
イノモトソウ属
他のシダ類胞子

合計
木本花粉
草本花粉
不明花粉

シダ類胞子
総計（不明を除く）
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第24図花粉化石群集の層位分布

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉 ・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として
百分率で算出した。なお、 ・0は1%未満、 十は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
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（個／g)

2区東壁

4層I10c下層 10d層

31 4 5 

植物珪酸体含量

1区北壁

2層 3層

1 2 

第4表

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属 2,300 1,400 1,200 1,200 

タケE科 1,700 800 500 1,500 

ヨシ属 200 300 100 く100

ウシクサ族ススキ属 300 400 300 700 

イチゴツナギE科 500 100 100 800 
不明キビ型 2,200 1. 700 1,300 2,400 -

不明ヒゲシバ型 200 300 く100 300 600 

不明ダンチク型 700 く100 300 400 100 

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケE科

ヨシ属
ウシクサ族
不明

合計
イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ科葉身機動細胞珪酸体

盆ー註
珪化組織片

イネ属穎珪酸体 ＊ 

イネ属短細胞列 ＊ 

イネ属機動細胞夢I] * 
1）含量は、 10の位で四捨五入（100単位に丸める）。
2）く100:100個／g未満。

3）合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。
4）一：未検出、＊：検出、＊＊ ：多い。
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第25図植物珪酸体含量の層位的変化 と珪化組織片の産状

堆積物lgあたりに換算した個数を示す。 ・0は100個／g未満を示す。
また、 珪化組織片の産状を＊で示す。
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第VI章総括

本調査では、房州堀のわずかな遺存を確認した後は、旧比恵川堆積層遺物の調査が中心となった。

遺物の内容は弥生時代から中世まで、多岐にわたっている。ここでは、特に外来系土器、円筒埴輪、房

州堀について若干の補足を述べて、調査の総括としたい。

1.外来系土器について

第 11図 14は、口縁部の連続山形文（三角形集線文）や頭部付け根の斜格子文突帯などの特徴から、

弥生時代終末期の西部瀬戸内系二重口縁壷（吹越式）との関連を指摘できる。金雲母が目立つ胎土も、

在地土器と異なる。ただし、直立する口縁部は在地土器の特徴を有しており、直接の搬入品と言えな

い要素もある。第 11図 15は、弥生時代終末期前後の山陰系の複合口縁事であるが、胎土が轍密とは

言えず、口縁部の細線文もやや粗い点から、山陰「産」とは言い切れなし、註1）。第 11図 16は、大き

く外反する口縁部、口唇部文様帯、黒雲母が目立つ胎土などが在地土器と異なるが、どの地域の土器

と関連するのか詳しく検討できなかった。博多遺跡群では、砂EI • IIを中心と して、弥生時代終末

期～古墳時代前期に集落・墓域が展開しており、東海系・畿内系・山陰系・吉備系などの外来系土器

の出土が知られている。本調査区東側の砂丘上にも当該期の集落が形成されていたのであろう。

第 13図は、朝鮮半島系土器の可能性がある資料をまとめている。 45～47は平底に近い底部形態か

ら須恵器と区別した。特に 45は、器形と赤灰～暗赤灰色の色調から、 4世紀後半～5世紀前半の百済・

馬韓系陶質土器との関連に注意したい。類似資料は、女原遺跡第3次調査（福岡市報224集（1990)

Fig.39の 126）、元岡遺跡群第 20次調査（福岡市報 1013集（2008)Fig.42の 195）にみられる註2)0 

48は、暗赤灰色の色調と車輪文の当て具痕が特徴で、 10世紀後半～11世紀の新羅・高麗系陶器との

類似点がある註3）。ただし、鴻腫館出土資料とは車輪文の特徴が異なり、不明点も残る。

2.円筒埴輪について

円筒埴輪（第 12図）は、器壁が厚くタガ断面形が台形で高い一群（27～30、32～35）と、器壁が薄

くタガ断面形が三角形で低い一群（31、36～42）に分かれそうである。両群ともに赤色顔料の塗布率

は高く、焼成は良好・墜微である。博多 1号墳出土埴輪との比較では、それに近い（古い）様相と新

しい様相が混在する印象をもっ註4）。井上義也氏の編年では、 IVa・IVb期（5世紀後葉ごろ）に相当す

ると考える註5）。本調査区北西の第 142次調査（福岡市報848集（2005））と第 171次調査（福岡市報

1041集（2009））でも、ほぼ同じ内容の円筒埴輪が出土しており、砂正 I西端に博多 1号墳につづく時

期の埴輸を有した古墳が存在した可能性はさらに高くなったと言えよう。

3.房州堀について

l区北壁の粘質土は、主に珪藻分析の結果から、 3• 4層は池沼、 2層は水田耕作土と復元され、房

州堀埋土としても矛盾はない。第 57次調査で房州堀埋土とされた暗青灰色粘土層の検出標高は第 l

トレンチで 1～1.2m、第 2トレンチで 1.4～1. 6mである。本調査の粘質士層の検出標高は1.2～1. 6m 

であり、同じ粘質土層としてよいであろう。また、粘質土堆積以前の旧比恵川堆積の下限年代につい

ては、第 18図 172・173の青磁碗、第四図 188の瓦質火鉢などから 16世紀と考えられ、第57次調査

の成果を追認したが、より詳細な房州堀の掘削時期については解明できなかった。堀が良好に残って

いる地点があるとすれば、 本調査区より東側の可能性が高く、今後の調査成果に期待したい。

註 1)渡漫誠氏（高松市教育委員会）のご教示による。渡漫誠 2009「古墳時代開始期前後における土器編年研究 ：山陰地域を

素材として」『島根考古学会誌』 26、2560頁。註2）久住猛雄氏のご教示による。註 3）山崎純男 1993「第 4章鴻艦館をめぐ

る諸問題J『鴻腫館跡ill（福岡市報第355集）』、 13-70頁、福岡市教育委員会。註4）赤坂亨氏のご教示による。註 5）井上義也

2007「九州における古墳時代中期の埴輪」『九州島における中期古墳の再検討』、 75-106頁、九州前方後円墳研究会。
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図版1 SEOl・SK02出土遺物と弥生～古墳時代土器（縮尺不同）
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図版2 円筒埴輪と朝鮮半島系土器（縮尺不同）
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図版3 古墳時代～中世遺物（縮尺不同）
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博多遺跡群第182次調査報告

福岡市埋蔵文化財調査報告書

1087 

板倉有大

福岡市教育委員会

干810-8621 福岡市中央区天神1丁目8番l号 電話 ： （092)711-4667 

2010年3月23日

所在地 市町 村 遺跡番号 北緯・東経
調査期間

調査
調査原因コー ド コード （世界測地系） 面積

福岡県福岡市博多区祇
北緯： 東経 ： 20080512 

園町 557-2 （ふく 243 商業施設
40132 0121 33度35 130度24 ，句、d

おかけんふくおかしは rrf 建設
かたくぎおんまち）

分26秒 分43秒 20080530 

主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

弥生土器・土師
弥生・古墳・奈良

な し
器・ 須恵器・埴

旧比恵川堆積層
平安 ・中世 輪・青磁・白磁・

瓦・鉄器・銅銭

中世末 堀 な し 房州堀と推定

近世・近代以降
井戸1基、土坑l基 染付 ・赤絵 な し
ピット2基 ガラス製品

地表下約2mlま近現代の撹乱層が続き、その下層標高約1.2mで、房州堀内の埋土（黒褐色
～暗灰黄色粘質土） をわずかに確認できた。 この堀内埋土は、花粉 ・珪酸体 ・珪藻の分
析によると、池沼または水田に由来する可能性が高い。堀下層の旧比恵川堆積層上面で、
近世・近代以降の井戸l基（SEOl）、土坑1基（SK02）、ピット2基を検出した。旧比恵川
堆積層を掘り下げると、弥生時代早期～16世紀代までの遺物が出土した。 具体的には、
弥生時代早～中期の土器、弥生時代後期～古墳時代前期の在来系 ・外来系土器、 古墳時
代中期の円筒埴輪、古墳時代中期 ・後期の土師器・須恵器・朝鮮半島系土器、古代の須
恵器 ・土師器・移動式竃、中世の土師器 ・白磁 ・青磁 ・陶器・ 土師質土器 ・須恵器 ・瓦
－土錘・石球・滑石製石製品・鉄器・銅銭・ 鉄津などが出土している。これらは、調査
地点北東の埋没砂E上に包蔵されていたものが、旧比恵、川の浸食等によって再堆積した
ものと想定される。旧比恵川堆積粘土層の花粉・ 珪酸体・珪藻の分析によると、この粘
土層は洪水などの氾濫堆積物に由来する可能性が高い。

博多136
博多遺跡群第182次調査発掘調査報告
福岡市埋蔵文化財調査報告書第1087集

2010年（平成22年） 3月23日

発行福岡市教育委員会
福岡市中央区天神1丁目8番l号
電話： (092) 711-4667 
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福岡市博多区博多駅南5丁目6-18
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